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本
稿
は
、
本
誌
四
五
号
・
四
六
号
に
掲
載
さ
れ
た
「
張
量
器
訳
注
」
(
1
)
～
(
4
)
(
以

下
、
予
稿
(
1
)
～
(
4
)
と
称
す
る
)
の
続
稿
で
あ
る
。
訳
注
の
方
針
・
注
釈
書
等
に

つ
い
て
は
、
前
稿
(
1
)
お
よ
び
(
3
)
を
ご
参
照
い
た
だ
き
た
い
。

 
な
お
、
本
稿
よ
り
、
静
嘉
堂
文
庫
所
蔵
『
下
司
業
集
』
(
も
と
陸
心
源
の
蔵
。
『
甜
宋
楼

蔵
書
志
』
巻
六
九
に
「
張
学
業
集
 
不
虎
巻
 
旧
抄
本
」
)
を
校
勘
に
用
い
る
こ
と
に
・
す

る
。
こ
の
本
(
以
下
静
嘉
堂
本
)
は
、
詩
の
配
列
は
四
部
本
と
同
じ
で
あ
る
が
、
巻
が
分

か
れ
て
お
ら
ず
、
四
部
本
の
三
七
以
降
に
「
拾
遺
」
と
し
て
採
録
さ
れ
る
詩
は
採
録
さ
れ

て
い
な
い
。
ま
た
、
字
句
に
も
四
部
本
及
び
そ
の
他
の
諸
本
に
見
ら
れ
な
い
特
徴
が
あ
り
、

今
後
校
勘
に
用
い
る
と
同
時
に
、
テ
キ
ス
ト
の
系
統
に
つ
い
て
も
調
査
し
て
い
く
こ
と
に

し
た
い
。

を
い
や
増
す
」
、
と
い
う
気
持
ち
の
動
き
は
、
「
古
詩
十
九
首
」
の
主
要
な
感
情
の
一
つ
で

あ
る
と
い
う
御
教
示
を
い
た
だ
い
た
。
氏
の
言
わ
れ
る
通
り
、
其
六
・
九
が
、
遠
く
別
れ

て
い
る
親
し
い
間
柄
に
あ
る
人
(
妻
、
あ
る
い
は
友
人
)
に
花
や
香
り
草
を
贈
ろ
う
と
思

う
が
、
道
が
遠
い
た
め
に
そ
れ
が
か
な
わ
ず
憂
い
が
増
す
と
い
う
内
容
の
詩
で
あ
り
、
「
寄

遠
曲
」
と
共
通
す
る
。

 
ま
た
伊
藤
直
哉
氏
よ
り
、
第
2
句
と
第
4
句
の
両
方
と
も
句
中
対
が
用
い
ら
れ
て
い
る

こ
と
、
詩
中
で
「
江
」
が
四
回
使
わ
れ
て
お
り
、
こ
れ
が
い
か
に
も
楽
府
的
な
リ
ズ
ム
感

を
出
し
て
い
る
こ
と
を
ご
指
摘
い
た
だ
い
た
。

 
6
「
行
路
難
」
に
つ
い
て
、
同
じ
く
伊
藤
氏
よ
り
、
第
3
句
「
巌
馬
」
の
用
例
と
し
て

引
い
た
章
応
物
「
温
泉
行
」
の
訓
読
の
誤
り
を
御
重
研
い
た
だ
い
た
。
「
弊
裏
巌
馬
 
凍

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
さ
い
わ

え
て
死
せ
ん
と
欲
す
る
も
、
卜
い
に
主
人
の
町
鳶
多
き
に
遇
う
」
と
改
め
た
い
。
第
5
句

「
林
頭
黄
金
尽
」
は
、
先
行
作
品
か
ら
見
て
、
「
飲
み
代
が
乏
し
く
な
り
、
う
さ
晴
ら
し

 
前
稿
(
3
)
(
4
)
に
つ
い
て
も
、
(
1
)
(
2
)
と
同
様
に
、
多
く
の
方
か
ら
有
益
な

御
教
示
・
御
批
正
を
い
た
だ
い
た
。
以
下
、
そ
の
点
の
い
く
つ
か
に
つ
い
て
、
補
足
を
行

っ
て
お
く
。

 
5
「
寄
遠
曲
」
第
6
句
「
無
因
重
寄
双
現
瑞
」
に
つ
い
て
、
市
川
桃
子
氏
よ
り
、
「
プ

レ
ゼ
ン
ト
を
(
心
を
)
贈
り
た
い
の
に
贈
る
手
段
が
な
い
。
そ
の
こ
と
が
別
れ
の
悲
し
み

二
〇
〇
〇
年
十
二
月
十
三
日
受
理

畑
村
 
学
 
 
宇
部
工
業
高
等
専
門
学
校
一
般
科
講
師

橘
 
英
範
 
 
岡
山
大
学
文
学
部
言
語
文
科
学
科
助
教
授



二宇部工業高等専門学校研究報告 第47号 平成13年3月

が
出
来
な
い
」
と
い
う
ニ
ュ
ア
ン
ス
で
は
な
い
か
と
の
御
指
摘
を
い
た
だ
い
た
。
御
指
摘

通
り
、
前
稿
の
「
林
頭
」
の
【
語
釈
】
に
記
し
た
多
く
の
用
例
が
そ
の
方
向
の
意
味
で
用

い
ら
れ
て
お
り
、
そ
う
い
っ
た
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
含
む
も
の
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

 
さ
ら
に
伊
藤
氏
よ
り
、
7
「
征
婦
怨
」
の
第
4
句
「
家
家
」
に
つ
い
て
、
太
田
辰
夫
氏

の
『
中
国
語
歴
史
文
法
』
(
七
九
～
八
○
頁
)
に
言
う
よ
う
に
、
「
毎
～
」
を
示
す
重
復
形

式
で
、
「
ど
の
家
で
も
」
の
意
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
に
解
釈
し
た
方
が
第
2
句
の
「
漢
軍

用
没
」
と
よ
り
よ
く
呼
応
す
る
こ
と
を
ご
指
摘
い
た
だ
い
た
。
8
「
白
早
歌
」
に
つ
い
て

も
、
1
句
目
「
土
室
白
樺
白
且
鮮
」
の
「
白
」
と
8
句
目
「
還
把
夏
雲
鞭
白
馬
」
の
「
白
」

が
首
尾
呼
応
し
て
い
る
点
の
御
指
摘
を
い
た
だ
い
て
い
る
。

 
以
上
の
よ
う
に
、
今
回
も
多
く
の
方
々
か
ら
貴
重
な
御
意
見
質
教
示
を
い
た
だ
い
た
こ

と
、
誠
に
感
謝
に
堪
え
な
い
。
今
後
と
も
御
指
導
御
事
捷
を
賜
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
幸
甚

で
あ
る
。

訳
注

本
篇
に
は
、
9
「
野
老
歌
」
・
1
0
「
寄
衣
曲
」
(
と
も
に
巻
一
)
の
訳
注
を
掲
載
す
る
。

5
野
老
歌

【
題
解
】

 
田
舎
じ
じ
い
の
歌
。

 
徐
澄
宇
『
張
王
楽
府
』
に
は
楽
府
と
し
て
採
録
さ
れ
る
が
、
『
楽
府
詩
集
』
に
は
収
め

ら
れ
て
い
な
い
。
一
作
の
「
山
農
詞
」
で
も
同
じ
。

 
「
野
老
」
の
語
、
経
書
や
先
秦
諸
子
に
用
例
が
無
い
。
早
い
例
と
し
て
は
『
漢
書
』
藝

文
志
に
、
『
野
老
十
七
篇
』
と
い
う
著
作
が
記
録
さ
れ
て
お
り
、
「
六
国
時
、
在
斉
月
間
」

(
六
国
の
時
、
斉
楚
の
間
に
在
り
)
と
言
う
。
応
旧
注
に
「
年
老
居
田
野
、
相
等
耕
種
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
た
す

故
号
野
老
」
(
年
老
い
て
田
野
に
居
り
、
民
の
耕
種
す
る
を
相
く
。
故
に
野
老
と
号
す
)

と
言
う
。

 
文
学
作
品
で
は
、
六
朝
に
用
例
が
少
な
く
、
丘
遅
「
旦
発
魚
浦
潭
」
(
『
文
選
』
巻
二
七
)

に
、
「
村
童
忽
相
聚
、
野
老
時
一
望
」
(
村
童
 
忽
ち
相
聚
ま
り
、
野
老
 
時
に
一
た
び
望

む
)
と
あ
り
、
都
と
は
異
な
る
地
方
の
人
々
の
様
子
を
詠
じ
た
な
か
に
見
え
る
。
唐
詩
で

は
、
自
称
・
他
称
と
も
に
用
い
ら
れ
、
な
か
で
も
杜
甫
が
六
例
用
い
て
い
る
の
は
唐
詩
中

で
最
も
多
い
。
う
ち
自
称
が
五
例
を
占
め
、
他
称
は
一
例
の
み
。
杜
甫
「
野
老
」
(
『
詳
註
』

巻
九
)
は
、
杜
甫
が
自
称
と
し
て
用
い
て
い
る
例
で
、
そ
の
冒
頭
に
「
野
老
擁
空
軍
岸
週
、

柴
門
不
正
逐
江
開
」
(
野
老
の
擁
辺
 
江
岸
週
り
、
柴
門
正
し
か
ら
ず
 
江
を
逐
い
て
開

く
)
と
あ
る
。
雷
雲
の
用
例
は
こ
れ
の
み
。

 
な
お
、
杜
甫
の
野
老
に
関
し
て
は
、
川
合
康
三
氏
に
「
「
杜
陵
野
老
」
1
杜
甫
の
自
己

認
識
1
」
(
『
中
國
文
人
の
思
考
と
表
現
』
所
収
、
汲
古
書
院
、
二
〇
〇
〇
年
)
が
あ
る
。

 
詩
題
は
、
各
本
が
一
作
と
し
て
注
記
す
る
「
山
農
詞
」
で
あ
れ
ば
、
山
暮
ら
し
の
農
夫

の
う
た
。
古
く
『
周
礼
』
地
官
「
掌
理
」
に
、
「
掌
骨
、
掌
以
時
徴
締
絡
之
両
懸
山
農
。

凡
四
点
、
徴
草
貢
素
材
男
爵
農
、
以
三
白
賦
之
政
令
。
以
権
度
受
書
」
(
包
丁
は
、
時
を

以
て
締
絡
の
材
を
山
農
に
徴
す
を
掌
る
。
凡
そ
葛
の
征
、
早
撃
の
材
を
沢
農
に
徴
し
て
、

以
て
邦
賦
の
政
令
に
当
つ
。
権
度
を
以
て
之
を
受
く
)
と
あ
り
、
「
山
農
」
が
「
沢
農
」
(
水

沢
地
区
で
耕
作
す
る
農
夫
)
と
対
比
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。

 
六
朝
詩
に
は
用
例
が
見
え
ず
、
唐
詩
に
は
張
籍
の
こ
こ
以
外
に
二
例
、
心
慰
に
「
過
山

農
家
」
(
『
全
唐
詩
』
巻
二
六
七
)
が
あ
り
、
ま
た
韓
愈
「
南
渓
始
浸
三
首
」
其
二
(
『
繋

年
集
釈
』
巻
一
二
)
に
、
「
山
農
驚
見
之
、
随
我
観
不
休
」
(
山
農
 
驚
い
て
之
を
見
、
我

に
随
い
て
観
て
休
ま
ず
)
と
あ
る
。

 
「
野
老
歌
」
は
、
張
籍
の
詩
の
中
で
は
最
も
有
名
な
も
の
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
そ
の
た

め
多
く
の
選
注
本
に
採
録
さ
れ
、
こ
の
詩
を
扱
っ
た
専
論
(
後
述
)
も
あ
る
。
よ
っ
て
本

訳
注
は
、
屋
上
に
屋
を
架
す
る
き
ら
い
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
が
、
こ
れ
ま
で
の
成
果
を

踏
ま
え
つ
つ
、
筆
者
な
り
に
調
べ
て
明
ら
か
と
な
っ
た
こ
と
も
多
少
は
記
し
得
た
と
思
う
。

【
本
文
・
書
き
下
し
文
】

1
老
翁
家
塾
在
山
住

2
耕
種
山
田
三
四
畝

3
苗
疎
税
多
不
配
食

4
輸
入
官
倉
化
爲
土

5
歳
暮
鋤
翠
僑
空
室

6
呼
号
登
山
牧
橡
實

7
西
江
質
客
珠
百
斜

8
船
中
養
身
長
食
肉

畝住＿
il押
上去韻
士 士 一
戸 
四十
五遇
厚

老
翁
 
家
貧
し
く
し
て
 
山
に
在
り
て
住
み

耕
種
す
 
山
田
 
三
四
畝

 
ま
ば

苗
疎
ら
に
税
多
く
し
て
 
食
ら
う
を
得
ず

官
倉
に
輸
入
し
て
 
化
し
て
土
と
為
る

 
 
 
 
 
 
 
 
 
よ

歳
暮
 
鋤
梨
 
空
室
に
僑
り

児
を
呼
び
山
に
登
り
て
 
証
言
を
収
め
し
む

西
江
の
質
客
 
珠
 
百
斜

船
中
に
犬
を
養
い
て
 
長
に
肉
を
食
ら
わ
し
む
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二
-
上
声
十
姥

室
・
実
一
入
声
五
質

斜
・
肉
i
入
声
一
屋

※
前
半
四
句
は
異
な
る
摂
同
士
の
、
或
い
は
同
摂
内
で
の
通
押
の
関
係
に
あ
る
。
去
声
十

遇
と
上
声
十
姥
は
、
同
じ
遇
摂
内
で
の
上
去
通
男
で
あ
り
、
同
様
の
例
は
初
鶏
の
頃
よ
り

見
え
る
。
ま
た
上
声
四
五
厚
は
流
摂
に
属
し
て
い
る
が
、
こ
れ
が
遇
摂
に
属
す
る
文
字
と

通
押
す
る
例
も
同
じ
く
初
章
の
詩
文
に
す
で
に
見
え
る
。
以
上
の
こ
と
は
、
聖
明
偉
氏
の

『
身
代
詩
文
乙
部
研
究
』
(
江
蘇
古
籍
出
版
社
、
一
九
九
〇
年
)
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

一
一
〇
.
 
一
一
一
頁
、
及
び
四
〇
七
～
四
一
〇
頁
。
そ
の
他
、
松
尾
良
樹
氏
の
「
李
義
山

詩
韻
譜
」
(
『
東
方
学
報
』
五
四
、
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
、
一
九
八
二
年
)
に
、
李

商
隠
の
詩
に
同
様
の
通
雲
の
例
が
見
え
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
三
六
八
頁
。

 
な
お
、
後
半
四
句
は
毎
句
押
韻
で
、
二
藤
島
に
換
謝
し
て
い
る
。

【
口
語
訳
】

1
よ
ぼ
よ
ぼ
の
じ
い
さ
ん
 
家
は
貧
し
く
 
山
に
住
み

2
山
の
田
 
三
、
四
畝
を
耕
し
種
を
播
い
た

3
苗
は
ま
ば
ら
で
税
は
多
い
た
め
 
食
べ
る
こ
と
も
で
き
な
い
の
に

4
役
所
の
倉
庫
に
運
び
込
ま
れ
て
 
土
と
な
っ
た

5
歳
の
暮
れ
 
す
き
は
 
が
ら
ん
と
し
た
部
屋
に
立
て
か
け
ら
れ

6
子
供
を
呼
び
 
山
に
登
っ
て
ど
ん
ぐ
り
を
集
め
て
も
ら
う

7
西
江
の
商
人
は
 
真
珠
を
百
斜
も
持
っ
て
お
り

8
船
で
犬
を
飼
っ
て
 
い
つ
も
肉
を
食
べ
さ
せ
て
い
る

【
語
釈
】

1
・
2
 
老
翁
直
心
在
山
住
、
耕
種
山
田
三
四
畝

〔
老
翁
〕
年
老
い
た
翁
。
「
翁
」
で
す
で
に
老
人
を
意
味
す
る
の
に
、
さ
ら
に
「
老
」
を

付
加
し
て
い
る
の
は
、
そ
れ
に
よ
っ
て
こ
の
野
老
が
極
め
て
高
齢
で
あ
る
こ
と
を
表
そ
う

と
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
『
後
漢
書
』
方
術
伝
の
費
長
房
の
伝
に
、
「
費
長
房
者
、
汝
二
人

也
。
曽
為
市
橡
。
市
中
有
老
翁
売
薬
、
懸
＝
冤
於
犀
頭
、
及
市
罷
、
華
甲
入
劇
中
」
(
費

長
房
は
、
汝
南
の
人
な
り
。
曽
て
市
嫁
と
為
る
。
市
中
に
老
翁
の
薬
を
売
る
有
り
て
、
一

壺
を
璋
頭
に
懸
け
、
市
の
罷
む
に
及
び
、
輻
ち
跳
び
で
壺
中
に
入
る
)
と
あ
り
、
ま
た
『
晋

書
』
文
苑
伝
の
顧
榿
之
の
伝
に
、
「
百
歳
老
翁
肇
枯
枝
」
(
百
歳
の
老
翁
 
枯
枝
を
禁
づ
)

と
、
百
歳
の
老
翁
が
記
さ
れ
る
。

 
六
朝
の
用
例
で
は
、
曹
 
「
燈
心
質
書
」
(
『
文
選
』
巻
四
二
)
に
、
「
已
成
老
翁
、
但

未
白
頭
耳
」
(
已
に
老
翁
と
成
り
て
、
但
だ
未
だ
白
頭
な
ら
ざ
る
の
み
)
と
見
え
る
。
唐

詩
で
は
自
称
・
他
称
両
方
の
意
味
で
多
く
用
い
ら
れ
、
例
え
ば
、
李
順
「
野
老
曝
背
」
(
『
全

唐
詩
』
巻
＝
二
四
)
に
は
、
「
百
歳
老
翁
不
可
種
、
惟
知
曝
背
楽
残
年
」
(
百
歳
の
老
翁

種
う
る
べ
か
ら
ず
、
惟
だ
背
を
曝
し
て
残
年
を
楽
し
む
を
知
る
の
み
)
と
、
百
歳
の
野
老

が
詠
わ
れ
る
。
歯
面
は
、
王
維
「
夷
門
歌
」
(
趙
本
巻
六
)
に
、
「
向
風
刎
頸
送
公
子
、
七

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
は

十
老
翁
何
所
求
」
(
風
に
向
か
い
て
頸
を
刎
ね
て
 
公
子
を
送
る
、
七
十
の
老
翁
 
何
の

求
む
る
所
ぞ
)
と
あ
る
の
を
指
摘
す
る
が
、
こ
れ
も
七
十
と
い
う
高
齢
の
翁
。

 
杜
甫
に
も
用
例
が
多
く
あ
り
、
有
名
な
「
石
軍
吏
」
(
『
塾
風
』
巻
七
)
に
も
、
「
老
翁

喩
密
計
、
老
婦
出
三
門
」
(
老
翁
 
培
を
喩
え
て
走
り
、
老
婦
 
出
で
て
門
を
看
る
)
と

あ
る
。
杜
甫
の
老
翁
も
、
張
籍
と
同
じ
く
社
会
的
弱
者
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む

 
張
籍
に
は
こ
の
他
二
例
。
う
ち
4
「
洛
陽
行
」
に
、
「
二
上
老
翁
双
涙
垂
、
共
説
武
士

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

巡
幸
時
」
(
主
上
の
老
翁
 
双
涙
垂
れ
、
共
に
説
く
 
武
皇
巡
幸
の
時
を
)
と
あ
る
の
は

他
称
で
用
い
た
例
で
、
1
1
「
新
除
水
曹
郎
答
白
舎
人
見
賀
」
に
、
「
二
曹
縦
許
為
仙
侶
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
た
と

墓
吏
多
嫌
是
老
翁
」
(
諸
曹
 
縦
い
仙
侶
と
為
る
を
許
す
も
、
華
吏
 
多
く
是
れ
老
翁
な

る
を
嫌
う
)
と
あ
る
の
は
自
称
と
し
て
用
い
て
い
る
。

 
な
お
『
全
唐
詩
』
は
「
老
農
」
(
老
い
た
農
夫
)
に
作
り
、
『
叩
弾
集
』
巻
三
は
「
老
弱
」

(
老
人
と
子
供
)
に
作
る
。

 
「
老
農
」
で
あ
れ
ば
、
古
く
『
論
語
』
子
路
篇
に
、
「
焚
落
請
学
稼
。
子
日
、
吾
不
如

老
農
」
(
焚
遅
 
稼
を
学
ば
ん
こ
と
を
請
う
。
子
日
く
、
吾
 
老
農
に
如
か
ず
、
と
)
と

い
う
用
例
が
あ
り
、
農
作
業
を
熟
知
し
て
い
る
年
寄
り
の
意
。
唐
詩
に
も
詩
語
と
し
て
頻

出
し
、
杜
甫
に
も
一
例
、
「
厳
公
仲
夏
柾
駕
草
堂
兼
携
酒
僕
」
(
『
詳
註
』
巻
一
一
)
に
、
「
看

弄
漁
舟
移
白
日
、
老
農
何
有
馨
交
歓
」
(
看
る
み
る
漁
舟
を
弄
し
て
 
白
日
移
る
、
老
農

 
 
 
 
 
 
つ
く

 
何
ぞ
交
歓
を
馨
す
有
ら
ん
)
と
見
え
る
。
張
籍
に
は
他
に
用
例
が
な
い
。

 
「
老
弱
」
で
あ
れ
ば
、
老
人
と
子
供
。
い
ず
れ
も
社
会
的
弱
者
で
あ
る
こ
と
で
共
通
し
、

『
孟
子
』
梁
恵
王
上
に
、
「
凶
年
磯
歳
、
君
之
民
老
弱
転
乎
溝
整
、
壮
者
散
而
之
四
方
者

幾
千
人
 
。
而
君
之
倉
庫
実
、
府
庫
充
。
有
司
莫
以
告
。
是
上
慢
而
残
下
戸
」
(
凶
年
鱗

歳
に
は
、
君
の
民
 
老
弱
は
溝
堅
に
転
じ
、
壮
者
は
散
じ
て
四
方
に
重
く
者
幾
千
人
ぞ
。

 
 
 
 
 
 
 
 
み

而
る
に
君
の
倉
庫
は
満
ち
、
府
庫
は
充
つ
。
有
司
 
以
て
告
ぐ
る
莫
し
。
上
れ
上
慢
に
し

 
 
 
そ
こ
な

て
下
を
残
う
な
り
)
と
、
孟
子
が
郷
の
穆
公
を
非
難
し
た
こ
と
ば
に
見
え
る
。
民
衆
が
困

窮
し
て
い
る
と
い
う
の
に
君
主
の
倉
庫
は
食
べ
物
で
溢
れ
て
い
る
と
い
う
の
は
、
こ
の
詩

の
批
判
の
内
容
と
軌
を
一
に
し
て
い
る
が
、
そ
れ
故
に
こ
そ
後
か
ら
字
句
を
改
め
ら
れ
た

可
能
性
も
大
い
に
考
え
ら
れ
る
。

 
六
朝
で
は
、
楊
雄
の
「
函
館
賦
」
(
『
文
選
』
巻
添
)
に
、
「
躁
屍
一
嵩
、
係
累
老
弱
」
(
屍

 
ふ
 
 
 
し
 
 
 
こ
し

を
躁
み
厩
を
輿
に
し
、
老
弱
を
係
累
す
)
と
あ
る
。
唐
詩
に
は
こ
の
他
三
例
。
二
塁
以
前

で
は
、
杜
甫
「
遣
興
三
首
」
其
二
(
『
詳
註
』
巻
七
)
に
、
「
老
弱
巽
道
路
、
豊
富
甲
兵
休
」

(
老
弱
 
道
路
に
示
し
、
願
わ
く
は
甲
兵
の
休
す
る
を
聞
か
ん
こ
と
を
)
と
あ
り
、
同
時

代
で
は
韓
愈
「
齪
齪
」
(
『
奇
話
集
釈
』
巻
 
)
に
、
「
河
隈
密
雲
郡
、
老
弱
鼠
壁
濡
」
(
河
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隈
 
東
郡
に
決
し
、
老
弱
 
驚
濡
に
随
う
)
と
あ
る
。

〔
三
品
在
山
住
〕
「
家
貧
」
は
、
曹
植
「
霊
芝
篇
」
(
『
宋
書
』
遺
志
四
)
に
、
「
董
永
町
家

貧
、
父
老
三
無
遺
」
(
董
永
 
家
の
貧
な
る
に
遭
い
、
父
老
 
財
 
遺
す
無
し
)
と
あ
る
。

唐
詩
に
は
常
見
の
語
。
「
在
山
住
」
の
「
在
」
は
、
こ
こ
で
は
馬
鎧
的
な
働
き
を
し
て
い

る
。

〔
耕
種
〕
耕
回
し
種
を
播
く
。
春
の
農
作
業
を
指
す
。
『
荘
子
』
月
下
に
、
「
春
耕
種
、
形

蚕
以
労
動
、
建
干
敏
、
満
足
以
休
食
」
(
春
に
は
耕
種
し
て
、
形
 
以
て
労
動
ず
る
に
足

り
、
秋
に
は
牧
敷
し
て
、
身
 
以
て
休
食
す
る
に
足
る
)
と
古
い
用
例
が
見
え
る
。

 
六
朝
の
用
例
と
し
て
は
、
陶
磁
明
「
癸
卯
歳
春
懐
古
田
舎
」
其
二
(
四
部
叢
刊
本
巻
三
)

に
、
「
耕
種
有
心
墨
、
行
者
無
間
津
」
(
耕
種
す
る
に
 
時
有
り
て
息
う
も
、
行
く
者
 
津

を
問
う
無
し
)
と
あ
る
。
唐
詩
に
は
、
孟
浩
然
「
山
中
逢
道
士
雲
公
」
(
『
全
唐
詩
』
巻
一

五
九
)
に
、
「
春
鯨
草
木
繁
、
耕
種
満
田
園
」
(
仙
境
 
草
木
繁
く
、
耕
種
し
て
 
田
園
に

満
つ
)
と
あ
り
、
李
白
「
贈
張
公
華
甲
処
士
」
(
王
碕
注
本
巻
九
)
に
、
「
毎
将
瓜
田
嬰
、

耕
種
漢
水
浜
」
(
毎
に
瓜
田
の
嬰
と
、
耕
種
す
 
漢
水
の
浜
)
と
あ
る
な
ど
、
用
例
が
多

い
。
杜
甫
に
は
熟
語
と
し
て
の
用
例
は
無
い
。
張
籍
に
こ
の
他
一
例
、
1
9
「
江
村
行
」
に
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

二
年
耕
種
長
辛
苦
、
田
熟
家
家
将
實
神
」
(
一
年
耕
種
し
て
 
長
に
辛
苦
す
、
田
熟
し

 
 
 
 
 
 
 
 
 
む
く

て
 
家
家
 
将
に
神
に
審
い
ん
と
す
)
と
あ
る
。

〔
山
田
〕
山
間
に
あ
る
田
。
そ
れ
ゆ
え
に
収
穫
量
が
少
な
く
下
等
な
田
と
さ
れ
る
。
『
管

子
』
山
国
軌
に
、
「
山
田
閑
田
日
、
終
歳
其
食
不
足
於
其
人
若
干
、
則
置
公
幣
焉
、
以
満

其
准
」
(
山
田
閑
田
(
「
日
」
は
術
字
と
さ
れ
る
)
に
し
て
、
終
歳
 
其
の
食
 
其
の
人
に

足
ら
ざ
る
こ
と
若
干
な
れ
ば
、
則
ち
公
海
を
置
き
て
、
以
て
其
の
准
を
満
た
す
)
と
あ
り
、

山
間
の
田
地
や
地
味
の
優
れ
な
い
土
地
で
は
人
民
の
食
糧
が
不
足
す
る
た
め
、
政
府
が
公

金
を
支
給
す
べ
き
こ
と
が
記
さ
れ
る
。
陳
注
は
『
後
漢
書
』
忌
避
言
伝
に
、
「
家
有
山
田

果
樹
」
(
家
に
山
田
果
樹
有
り
)
と
あ
る
を
引
く
。

 
六
朝
詩
の
用
例
は
数
例
を
数
え
る
の
み
で
、
薫
子
顕
「
従
軍
行
」
(
『
藝
文
類
聚
』
巻
四

一
)
に
、
「
縦
横
向
沮
沢
、
凌
属
取
山
田
」
(
縦
横
 
沮
沢
に
向
か
い
、
凌
属
し
て
 
山
田

を
取
る
)
と
あ
る
の
は
そ
の
一
つ
。
唐
詩
で
は
、
盛
唐
の
頃
よ
り
用
例
が
多
く
見
え
始
め
、

杜
甫
に
も
三
例
。
う
ち
「
赤
谷
西
崎
人
家
」
(
『
詳
細
』
巻
七
)
に
、
「
渓
 
日
気
早
、
径

転
山
田
熟
」
(
渓
は
 
り
て
 
日
暖
か
に
、
径
は
転
じ
て
 
山
田
熟
す
)
と
あ
る
。
張
籍

に
は
こ
の
一
例
の
み
。

〔
三
四
畝
〕
「
畝
」
は
、
広
さ
の
単
位
で
、
一
層
は
、
唐
代
で
は
約
五
、
八
ア
ー
ル
。
百

畝
が
一
頃
に
相
当
し
、
一
頃
は
均
田
制
が
行
わ
れ
て
い
た
時
に
成
年
男
子
が
所
有
で
き
た

土
地
の
大
き
さ
。

 
両
税
法
施
行
以
前
の
均
田
制
で
は
、
一
人
が
所
有
す
る
田
地
の
大
き
さ
が
決
め
ら
れ
て

お
り
、
『
新
控
書
』
食
貨
志
一
に
、
「
授
田
之
制
、
丁
字
男
子
十
八
以
上
者
、
人
一
頃
、
其

八
十
畝
為
口
分
、
二
十
畝
為
永
業
。
老
及
黒
馬
、
廃
疾
者
、
人
四
十
畝
…
…
」
(
田
を
授

く
る
の
制
、
丁
及
び
男
年
十
八
以
上
の
者
は
、
人
ご
と
に
一
頃
、
其
の
八
十
畝
を
口
分
と

為
し
、
二
十
畝
を
永
業
と
為
す
。
老
及
び
篤
疾
、
廃
疾
の
者
、
人
に
つ
き
四
十
畝
…
…
)

と
あ
り
、
こ
れ
に
拠
れ
ば
、
老
人
(
六
十
歳
以
上
)
は
四
十
畝
と
な
っ
て
い
る
。

 
ま
た
、
張
籍
と
同
時
代
の
白
居
易
の
「
杜
墨
黒
」
(
一
五
四
)
で
は
、
「
杜
陵
嬰
、
杜
陵

里
、
繭
玉
薄
田
一
頃
鯨
」
(
杜
陵
嬰
、
杜
陵
嬰
、
歳
ど
し
に
種
う
 
薄
田
 
一
頃
の
鯨
)

と
、
長
安
南
郊
の
杜
陵
に
住
む
翁
が
一
頃
余
り
の
田
地
を
所
有
し
て
こ
と
が
詠
わ
れ
て
い

る
。
こ
れ
ら
を
「
野
老
歌
」
の
老
農
と
比
較
し
た
場
合
、
老
農
の
田
地
が
労
力
を
要
す
る

山
間
部
に
あ
り
、
し
か
も
「
三
四
畝
」
と
い
う
猫
の
額
ほ
ど
し
か
な
い
極
め
て
三
生
な
田

地
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

 
李
樹
政
注
に
、
唐
代
前
期
、
均
田
法
が
実
施
さ
れ
て
い
た
時
は
、
同
時
に
三
種
類
の
土

地
所
有
の
形
式
が
存
在
し
、
一
つ
は
地
主
が
占
有
す
る
「
永
業
田
」
、
二
つ
は
農
民
が
均

田
法
に
基
づ
い
て
占
有
す
る
田
地
(
う
ち
永
業
田
が
二
十
畝
)
、
三
つ
は
田
地
を
持
た
な

い
百
姓
で
、
官
田
を
持
た
な
い
た
め
、
自
分
で
幾
畝
か
の
田
地
を
開
墾
す
る
。
均
田
法
の

崩
壊
に
随
っ
て
土
地
は
大
量
に
併
合
さ
れ
、
こ
う
し
た
土
地
所
有
の
形
態
は
、
農
民
が
生

存
し
て
い
く
上
で
の
普
遍
的
な
形
式
と
な
っ
た
。
こ
の
詩
の
「
老
農
」
は
、
第
三
種
の
土

地
所
有
形
式
の
農
民
で
あ
る
、
と
説
明
す
る
。

3
・
4
 
苗
疎
税
多
不
二
食
、
輸
入
官
倉
化
為
土

〔
苗
疎
税
多
〕
苗
が
ま
ば
ら
、
す
な
わ
ち
収
穫
は
少
な
い
の
に
税
は
多
い
。
そ
れ
に
よ
り
、

続
く
「
不
寒
食
」
と
い
う
深
刻
な
状
況
が
必
然
的
に
も
た
ら
さ
れ
る
。

 
「
苗
疎
」
は
六
朝
・
唐
笠
の
詩
に
用
例
は
見
当
た
ら
な
い
が
、
「
疎
」
が
植
物
な
ど
と

結
び
つ
く
例
は
多
く
見
え
、
例
え
ば
太
宗
の
「
山
閣
晩
秋
」
(
『
全
唐
詩
』
巻
一
)
に
、
「
疏

論
叢
染
煙
、
残
菊
猶
再
勝
」
(
疏
通
 
尚
お
煙
に
染
ま
り
、
残
菊
 
猶
お
露
を
乾
く
)
と

あ
る
の
は
そ
の
一
例
。

 
「
税
多
」
あ
る
い
は
「
多
税
」
は
、
六
朝
・
町
代
を
通
じ
て
、
張
籍
が
二
例
用
い
て
い

る
以
外
に
用
例
が
な
い
。
潜
戸
の
も
う
一
例
は
、
こ
の
詩
と
関
わ
り
の
深
い
3
1
「
質
客
楽
」

に
、
「
農
夫
税
多
雪
辛
苦
、
棄
業
寧
業
販
宝
翁
」
(
農
夫
 
税
多
く
し
て
 
長
に
辛
苦
す
る

も
、
業
を
棄
て
て
寧
ぞ
販
宝
の
翁
と
為
ら
ん
や
)
と
あ
り
、
こ
こ
と
同
じ
く
農
民
に
課
せ

ら
れ
た
重
税
と
い
う
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。

 
な
お
、
「
多
税
」
に
類
似
し
た
意
味
の
「
重
言
」
と
い
う
こ
と
ば
が
、
後
で
も
触
れ
る

白
居
易
の
「
重
賦
」
(
七
六
)
に
詩
題
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。
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〔
不
得
食
〕
食
べ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
わ
ず
か
し
か
な
い
収
穫
物
も
税
と
し
て
持
っ
て

行
か
れ
る
た
め
食
べ
ら
れ
な
い
。
三
寸
の
並
び
で
は
、
唐
詩
に
こ
の
他
用
例
が
見
ら
れ
な

い
。
税
の
徴
収
に
苦
し
む
庶
民
の
苦
境
を
こ
の
三
字
で
ス
ト
レ
ー
ト
に
表
現
し
得
た
の
は
、

張
籍
な
ら
で
は
と
言
え
よ
う
か
。

〔
輸
入
〕
運
び
入
れ
る
。
税
と
し
て
徴
収
し
た
作
物
を
「
官
倉
」
に
収
め
る
。
早
く
『
史

記
』
廉
頗
護
摩
如
伝
に
、
「
李
牧
者
、
趙
之
北
辺
良
将
也
。
常
前
代
雁
門
、
備
旬
奴
。
以

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
か
つ

便
宜
置
吏
、
市
租
皆
輸
入
莫
府
、
為
士
卒
費
」
(
李
牧
は
、
趨
の
北
辺
の
良
将
な
り
。
常

て
代
の
雁
門
に
居
り
、
勾
奴
に
備
う
。
便
宜
を
以
て
吏
を
置
き
、
連
比
は
皆
覇
府
に
輸
入

 
 
 
 
 
 
つ
い
え

し
て
、
士
卒
の
費
と
為
す
)
と
あ
り
、
こ
こ
と
同
じ
く
税
を
納
め
る
意
味
で
あ
る
。

 
六
朝
詩
に
用
例
が
見
え
ず
、
唐
詩
で
も
こ
の
一
例
の
み
。

〔
官
倉
〕
国
が
管
理
す
る
倉
庫
。
陳
注
も
引
く
『
階
書
』
食
貨
志
に
、
門
於
諸
薄
縁
河
津

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
そ

済
、
皆
官
倉
貯
積
、
以
擬
漕
運
」
(
諸
点
の
河
に
潔
い
し
津
済
に
於
い
て
、
皆
官
倉
貯
積

 
 
 
 
 
 
 
ほ
か

し
、
以
て
漕
運
を
薫
る
)
と
あ
る
。

 
六
朝
詩
に
は
用
例
が
見
ら
れ
ず
、
唐
詩
で
は
中
唐
に
な
っ
て
用
例
が
見
ら
れ
る
。
孟
郊

「
空
城
雀
」
(
『
全
唐
詩
』
巻
三
七
二
。
一
作
と
し
て
藪
夷
中
の
作
)
に
、
「
一
雀
入
官
倉
、

馬
食
寧
損
幾
」
(
一
雀
 
官
倉
に
入
り
、
食
ら
う
所
 
寧
ぞ
損
す
る
こ
と
の
幾
ば
く
な
ら

ん
や
)
と
あ
り
、
ま
た
元
積
「
有
鳥
二
十
章
」
其
一
四
(
『
元
積
集
』
巻
二
五
)
に
、
「
可

惜
官
倉
無
限
栗
、
伯
夷
餓
死
黄
口
肥
」
(
惜
し
む
べ
し
 
官
倉
 
無
限
の
粟
、
蝦
夷
餓
死

し
て
 
黄
口
肥
ゆ
る
を
)
と
、
人
は
飢
え
死
に
し
て
い
る
と
い
う
の
に
、
官
倉
に
は
粟
が

大
量
の
貯
蔵
さ
れ
て
い
る
と
詠
わ
れ
る
。

〔
化
運
上
〕
老
い
た
農
夫
が
苦
労
し
て
収
穫
し
た
作
物
も
、
税
と
し
て
取
ら
れ
倉
庫
に
運

び
込
ま
れ
た
後
は
、
誰
も
食
べ
な
い
ま
ま
腐
っ
て
土
と
な
っ
て
し
ま
う
。
曹
 
「
与
呉
質

書
」
〈
『
文
選
』
巻
四
二
)
に
、
門
追
思
昔
遊
、
猶
在
心
目
.
 
.
 
而
此
諸
子
、
化
三
盛
壌
」
(
昔

遊
を
追
思
す
れ
ば
、
猶
お
心
目
に
在
り
。
而
る
に
此
の
諸
子
は
、
化
し
て
糞
壌
と
為
る
)

と
あ
る
の
は
入
の
死
を
言
い
、
意
味
が
少
し
異
な
る
。

 
唐
詩
中
に
六
例
あ
り
、
杜
甫
に
見
え
る
の
が
最
初
。
「
寄
酵
三
郎
中
気
」
(
『
詳
注
』
巻

一
八
)
に
、
「
早
贈
与
蘇
鄭
、
痛
飲
情
相
親
。
二
癌
化
為
土
、
嗜
酒
遺
失
真
」
(
柳
樽
 
蘇

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
た
し
な

鄭
と
与
に
、
痛
飲
 
三
相
親
し
む
。
二
公
 
化
し
て
土
と
為
り
、
酒
を
嗜
み
て
 
真
を
失

わ
ず
〉
と
あ
る
の
も
、
曹
 
の
例
と
同
じ
く
人
の
死
を
言
う
。
同
様
の
例
は
、
張
籍
1
2
「
築

城
詞
し
に
も
、
「
家
家
養
寒
天
門
戸
、
今
日
作
君
城
下
土
」
(
家
家
 
男
を
養
い
て
 
門
戸

に
当
つ
る
に
、
今
臼
 
君
が
城
下
の
土
と
作
る
)
と
見
え
る
。

 
人
の
死
を
表
す
も
の
以
外
で
は
、
李
樹
政
注
が
こ
こ
と
国
法
・
内
容
と
も
に
類
似
す
る

こ
と
で
指
摘
す
る
白
居
易
「
重
賦
」
(
七
六
)
の
、
「
進
入
環
林
庫
、
歳
久
化
為
塵
偏
(
環

林
庫
に
進
入
し
、
歳
久
し
く
し
て
 
化
し
て
塵
と
為
る
)
は
、
税
と
し
て
国
の
倉
庫
に
運

び
込
ま
れ
た
絹
や
糸
が
、
虚
し
く
塵
に
変
わ
っ
て
い
く
こ
と
を
詠
じ
た
認
諭
詩
で
あ
る
。

 
な
お
、
静
嘉
堂
抄
本
の
注
記
に
「
為
砿
を
「
如
漏
に
作
る
も
の
が
あ
る
と
指
摘
さ
れ
る
。

5
・
6
 
歳
暮
鋤
山
鼠
空
室
、
呼
児
登
山
収
量
実

〔
歳
暮
〕
年
の
暮
れ
を
言
う
と
同
時
に
、
人
生
の
終
末
で
あ
る
老
年
を
も
指
す
。
こ
こ
で

は
前
者
の
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。

 
六
朝
か
ら
す
で
に
用
例
が
多
く
見
ら
れ
、
顔
延
之
「
秋
筆
戦
」
(
『
文
選
』
巻
｝
＝
)
、
「
歳

暮
臨
空
房
、
涼
風
起
座
隅
漏
(
歳
暮
 
空
房
に
臨
め
ば
、
涼
風
 
座
隅
に
起
こ
る
)
と
あ

る
の
は
、
 
一
年
の
暮
れ
の
意
味
。
「
空
房
し
と
一
緒
に
使
わ
れ
る
点
で
、
こ
こ
と
類
似
す

る
。 

唐
詩
に
お
い
て
も
常
見
の
語
。
杜
甫
に
十
例
を
数
え
る
。
船
籍
に
も
う
一
例
、
撚
〔
答

榔
陽
客
薬
名
詩
」
に
、
「
江
畢
歳
暮
相
帯
地
、
黄
葉
霜
前
半
夏
枝
」
(
軍
勢
 
歳
暮
 
相
逢

の
地
、
黄
葉
 
霜
前
 
半
夏
の
枝
)
と
あ
る
の
は
、
こ
こ
と
同
じ
く
｛
年
の
暮
れ
の
意
味

で
用
い
て
い
る
。

〔
鋤
摯
〕
す
き
。
「
墾
」
は
牛
耕
用
の
す
き
で
、
「
灯
影
偏
で
広
く
す
き
を
指
し
て
言
う
。

王
藥
門
従
軍
下
五
首
」
其
一
(
『
文
選
』
巻
二
七
)
に
、
「
不
能
数
沮
溺
、
相
随
把
鋤
梨
」

 
 
 
 
な
ら

(
沮
溺
に
敷
い
て
、
根
随
い
て
鋤
梨
を
把
る
能
わ
ず
)
と
あ
る
。
唐
詩
に
は
、
こ
こ
以
外

に
十
例
あ
る
。
盛
唐
以
降
多
く
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
例
え
ば
李
白
「
贈
従
弟
洌
」
(
王

碕
注
本
巻
＝
一
)
に
、
判
目
出
布
穀
鳴
、
田
家
擁
鋤
型
」
〈
欝
出
で
て
 
野
砲
鳴
き
、
田
家

 
鋤
牽
を
擁
す
)
と
あ
る
。
杜
甫
に
は
二
例
。
そ
の
う
ち
の
一
つ
、
陳
注
も
挙
げ
る
「
兵

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
た
と

車
行
」
(
『
詳
註
』
巻
二
)
に
、
「
縦
有
健
婦
把
鋤
翠
、
禾
生
朧
畝
無
東
西
」
(
縦
い
健
婦
有

り
て
鋤
摯
を
把
る
も
、
禾
の
朧
畝
に
生
じ
て
 
東
西
無
し
)
と
あ
る
。
張
籍
は
こ
の
｝
例

の
み
。〔

僑
空
室
〕
刈
り
入
れ
も
終
わ
り
、
年
の
暮
れ
に
な
っ
て
無
用
に
な
っ
た
す
き
が
、
何
も

な
い
が
ら
ん
と
し
た
部
屋
に
立
て
か
け
ら
れ
て
い
る
。
「
空
室
」
は
、
評
注
・
徐
注
は
、

食
べ
る
物
が
な
い
空
っ
ぽ
の
部
屋
と
い
う
意
味
に
解
釈
し
て
い
る
。

 
『
史
記
』
游
侠
伝
に
、
哨
故
季
次
、
原
憲
終
身
空
室
蓬
戸
、
褐
衣
疏
食
不
厭
」
(
故
に
季

次
、
原
隊
は
 
終
身
空
室
寒
季
に
し
て
、
褐
衣
細
断
も
厭
か
ざ
る
な
り
)
と
あ
り
、
季
次

・
原
憲
の
貧
し
い
暮
ら
し
を
記
す
な
か
に
見
え
、
こ
の
詩
と
類
似
す
る
。

 
六
朝
詩
の
用
例
で
は
、
秦
嘉
「
贈
胎
児
」
(
『
玉
総
新
詠
』
巻
九
)
に
、
「
寂
寂
独
居
、

蓼
蓼
空
室
」
(
寂
寂
た
る
独
居
、
蓼
診
た
る
空
室
)
と
あ
る
。
唐
詩
に
こ
の
他
八
例
。
李
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順
「
送
劉
四
赴
夏
県
」
(
『
全
唐
詩
』
巻
＝
二
三
)
に
、
「
朝
持
手
板
望
飛
鳥
、
暮
論
樗
伽

対
空
室
」
(
朝
に
手
板
を
持
ち
て
飛
鳥
を
望
み
、
暮
に
追
認
を
着
し
て
空
室
に
対
す
)
と

あ
る
。
杜
甫
に
は
用
例
が
な
い
。
張
籍
は
こ
の
一
例
の
み
。

 
な
お
『
全
唐
詩
』
曲
想
八
二
・
『
唐
文
粋
』
巻
一
六
下
は
、
「
僑
」
を
「
傍
」
に
作
る
。

詩
全
体
と
し
て
見
た
場
合
、
ど
ち
ら
で
も
そ
れ
ほ
ど
大
き
な
違
い
は
な
い
が
、
「
僑
」
で

あ
れ
ば
壁
に
立
て
か
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
言
い
、
「
傍
」
で
あ
れ
ば
す
ぐ
そ
ば
に
置
か

れ
て
い
る
こ
と
を
言
う
の
で
あ
ろ
う
。

〔
呼
児
〕
子
供
を
呼
ぶ
。
身
寄
り
も
お
ら
ず
、
高
齢
の
た
め
自
分
で
山
に
登
る
こ
と
も
で

き
ず
、
近
く
の
子
供
に
頼
ん
で
「
事
実
」
を
拾
っ
て
き
て
も
ら
う
の
で
あ
ろ
う
。
「
飲
馬

長
城
無
下
」
(
『
文
選
』
巻
二
七
)
に
、
「
呼
児
烹
鯉
魚
、
中
有
尺
素
書
」
(
児
を
呼
ん
で
論

士
を
烹
ん
と
す
れ
ば
、
中
に
尺
素
の
書
有
り
)
と
あ
る
。
唐
詩
の
用
例
と
し
て
、
陳
注
は

李
白
「
将
進
酒
」
(
王
事
注
本
巻
三
)
に
、
「
呼
児
溢
出
換
美
酒
、
与
爾
同
錆
万
古
愁
」
(
児

 
 
 
 
も

を
呼
び
 
将
ち
出
し
て
美
酒
に
換
え
、
爾
と
同
じ
く
鉗
さ
ん
 
万
古
の
愁
い
)
と
あ
る
を

引
く
。
張
籍
に
も
う
一
例
。
9
9
「
蔓
生
狐
博
士
」
、
「
騎
馬
出
随
遊
里
客
、
呼
児
散
写
乞
銭

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ユ

書
」
(
馬
に
騎
り
て
 
出
で
て
寺
に
遊
ぶ
客
に
随
い
、
児
を
呼
ん
で
散
写
せ
し
む
 
銭
を

乞
う
書
)
と
あ
る
。

〔
登
山
〕
六
朝
・
唐
代
を
通
じ
て
詩
文
に
常
見
の
語
で
あ
り
、
陳
注
は
『
楚
辞
』
九
弁
に
、

「
僚
傑
分
、
若
在
遠
行
、
登
山
臨
水
分
、
川
里
帰
」
(
僚
懐
た
り
、
遠
行
に
在
り
て
、
山

に
登
り
水
に
臨
み
、
将
に
帰
ら
ん
と
す
る
を
送
る
が
若
し
)
と
あ
る
を
引
く
。
張
籍
に
も

 
 
ば
 
へ
 
 

う
一
伽
 
5
「
別
段
生
」
に
、
「
送
割
干
山
岡
、
再
拝
問
宮
古
」
(
我
を
送
り
て
山
岡
に
登

 
 
 
 
 

り
、
再
拝
し
て
半
期
を
問
う
)
と
あ
る
。

〔
橡
実
〕
ど
ん
ぐ
り
。
食
べ
る
物
が
無
い
時
に
拾
っ
て
食
べ
る
物
。
早
く
「
橡
栗
」
の
語

が
、
『
荘
子
』
盗
妬
篇
に
、
「
昼
拾
橡
栗
、
暮
栖
木
上
」
(
昼
に
橡
栗
を
拾
い
、
暮
に
木
上

に
栖
む
)
と
、
古
代
人
の
生
活
を
記
す
な
か
に
見
え
る
。
李
輪
生
注
に
引
く
『
誓
書
』
摯

虞
伝
に
、
「
遂
流
離
郵
杜
之
間
、
転
入
南
山
中
、
根
絶
飢
甚
、
拾
橡
晶
群
食
詰
」
(
遂
に
郵

杜
の
間
に
流
離
し
、
南
山
の
中
に
転
入
し
、
狼
絶
え
飢
う
る
こ
と
甚
だ
し
く
、
豊
実
を
拾

い
て
之
を
食
ら
う
)
と
あ
る
の
は
、
こ
の
詩
と
同
じ
く
「
橡
実
」
の
語
で
見
え
、
飢
え
を

し
の
ぐ
た
め
の
食
べ
物
の
意
。
陳
注
が
引
く
『
後
漢
書
』
李
悔
伝
に
、
「
年
歳
荒
、
司
幕

張
敏
、
司
徒
魯
恭
等
各
遣
子
餓
糧
、
悉
無
所
受
。
徒
居
新
前
群
下
、
拾
橡
実
以
自
資
」
(
時

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
お
く

歳
荒
れ
、
司
空
転
敏
、
司
徒
魯
恭
等
 
各
お
の
子
を
遣
り
て
糧
を
謬
る
も
、
悉
く
受
く
る

所
轄
し
。
居
を
新
安
関
の
下
に
毒
し
、
橡
栗
を
拾
い
て
以
て
自
ら
資
と
す
)
と
あ
る
の
も

同
じ
意
味
。

 
六
朝
詩
に
「
橡
」
の
用
例
は
見
ら
れ
な
い
。
唐
詩
に
お
い
て
「
橡
」
を
最
初
に
詠
じ
た

の
は
杜
甫
で
あ
り
、
杜
甫
が
使
用
し
て
以
降
詩
語
と
し
て
定
着
す
る
よ
う
だ
。
杜
甫
「
乾

元
中
寓
居
同
谷
野
作
歌
七
首
」
其
一
(
『
坐
骨
』
巻
胴
)
に
、
「
語
論
橡
栗
随
狙
公
、
天
寒

日
暮
山
谷
裏
」
(
歳
ど
し
橡
栗
を
拾
い
て
狙
公
に
随
う
、
天
寒
く
 
日
暮
る
 
山
谷
の
裏
)

と
あ
り
、
ま
た
「
八
哀
詩
・
元
三
作
郎
既
台
州
室
戸
榮
陽
鄭
公
虐
」
(
『
詳
註
』
巻
一
六
)

に
、
「
履
穿
四
明
雪
、
畿
拾
楢
渓
橡
」
(
履
は
穿
た
る
 
四
明
の
雪
、
弁
え
て
は
拾
う
 
楢

茸
の
橡
)
と
あ
る
。
張
籍
に
も
う
一
例
、
1
8
「
董
出
行
」
に
、
「
重
巌
為
屋
射
撃
食
、
丁

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

男
夜
行
候
消
息
」
(
重
巌
を
屋
と
為
し
 
橡
を
食
と
為
し
、
丁
男
夜
行
し
て
 
消
息
を
候

う
)
と
あ
り
、
戦
禍
を
逃
れ
て
山
中
に
逃
げ
込
ん
だ
年
寄
り
や
子
供
が
食
べ
る
物
と
し
て

詠
わ
れ
る
。

 
ど
ん
ぐ
り
は
、
皮
日
休
の
「
橡
嬬
歎
」
(
『
全
唐
詩
』
巻
六
〇
八
)
に
、
「
秋
霧
橡
子
熟
、

散
落
着
蕪
岡
」
(
秋
深
く
し
て
 
橡
子
熟
し
、
撃
落
す
 
暴
虎
の
岡
に
)
と
あ
る
よ
う
に
、

秋
に
実
を
結
ぶ
。
こ
の
詩
の
老
農
も
、
秋
税
を
納
め
た
後
食
べ
る
物
が
無
く
、
子
供
に
拾

っ
て
も
ら
っ
た
ど
ん
ぐ
り
を
食
べ
て
歳
の
暮
れ
を
何
と
か
乗
り
切
ろ
う
と
し
て
い
る
の
で

あ
ろ
う
。

 
な
お
、
薄
幸
逸
叢
本
巻
四
・
『
唐
文
粋
』
巻
一
六
下
は
「
橡
食
」
に
作
り
、
そ
の
場
合

「
橡
を
拾
い
集
め
て
食
べ
る
」
。

7
・
8
 
西
江
質
客
珠
百
斜
、
船
中
養
犬
長
食
肉

〔
西
江
〕
こ
の
「
西
江
」
が
ど
こ
の
川
を
指
す
か
に
つ
い
て
は
、
高
橋
良
行
氏
に
「
張
籍

「
野
老
歌
」
に
お
け
る
「
西
江
質
客
」
に
つ
い
て
」
(
『
学
術
研
究
』
(
外
国
語
・
外
国
文
学

編
)
四
二
、
早
稲
田
大
学
教
育
学
部
、
一
九
九
四
年
)
が
あ
る
。
こ
の
な
か
で
氏
は
、
「
野

老
歌
」
を
採
録
す
る
各
注
釈
書
の
「
西
江
」
の
説
明
は
、
以
下
の
六
つ
、
す
な
わ
ち
(
1
)

珠
江
の
主
流
で
あ
る
西
江
、
(
2
)
現
在
の
江
西
省
九
江
市
一
帯
の
長
江
、
(
3
)
江
蘇
省

蘇
州
西
方
の
長
江
、
(
4
)
長
江
の
中
下
流
域
、
(
5
)
長
江
、
(
6
)
西
の
川
(
不
特
定
)

に
分
か
れ
る
と
し
、
看
貫
以
前
或
い
は
同
時
代
の
詩
文
に
見
え
る
用
例
を
検
討
し
た
結
果
、

長
江
中
下
流
域
を
指
す
と
結
論
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

 
唐
詩
に
お
け
る
「
西
江
」
の
用
例
は
非
常
に
多
く
、
青
葱
で
「
西
江
」
の
指
す
川
も
異

な
っ
て
い
る
。
陳
注
が
引
く
杜
甫
「
公
安
送
李
二
十
九
弟
音
平
入
蜀
余
下
河
鱒
」
(
『
詳
註
』

巻
二
二
)
に
、
「
南
紀
連
銅
柱
、
西
江
接
錦
城
」
(
南
紀
 
銅
柱
に
連
な
り
、
西
江
 
錦
城

に
接
す
)
と
あ
る
の
は
、
杜
甫
の
い
る
公
安
県
(
荊
州
江
陵
府
の
南
)
よ
り
以
西
、
成
都

ま
で
の
長
江
の
上
流
部
分
を
指
し
て
言
っ
て
い
る
。

 
「
野
老
歌
」
と
主
題
が
類
似
し
、
富
商
の
贅
沢
な
生
活
を
批
判
し
た
白
居
易
「
塩
商
婦
」

(
一
六
二
)
に
も
、
「
本
是
揚
州
小
家
女
、
嫁
得
西
江
大
商
客
」
(
本
 
是
れ
揚
州
小
家
の

女
、
嫁
し
得
た
り
 
西
江
の
大
商
客
)
と
「
西
江
」
の
語
が
見
え
る
。
婦
人
の
実
家
が
揚

州
で
あ
り
、
そ
れ
を
受
け
て
「
西
江
」
と
言
う
か
ら
に
は
、
や
は
り
こ
の
富
商
も
揚
州
近
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辺
の
長
江
下
流
域
を
商
売
の
拠
点
と
し
、
「
西
江
」
も
こ
の
辺
り
を
指
す
と
考
え
る
の
が

妥
当
か
と
思
わ
れ
る
。

 
ま
た
、
張
籍
の
3
1
「
重
々
楽
」
は
、
「
野
老
歌
」
と
は
反
対
に
、
富
商
の
生
活
の
様
子

を
中
心
に
詠
じ
た
誠
諭
詩
だ
が
、
そ
の
な
か
に
「
金
陵
向
西
買
手
多
、
船
中
生
長
楽
風
波
」

(
金
陵
の
向
西
 
質
客
多
し
、
船
中
に
生
長
し
て
 
風
波
を
楽
し
む
)
と
あ
る
。
こ
の
「
向

西
」
を
、
李
冬
樹
注
で
は
「
以
西
」
で
解
釈
す
る
。
塩
見
邦
彦
氏
の
『
唐
詩
口
語
の
研
究
』

(一

繼
繻
ﾜ
年
、
中
国
書
店
)
 
一
七
二
頁
で
は
、
「
向
」
が
軽
い
接
頭
語
と
し
て
使
用
さ

れ
る
例
を
挙
げ
、
「
「
向
」
は
ど
の
語
に
も
つ
く
か
と
い
え
ば
そ
う
で
は
な
く
、
「
向
上
、

向
下
、
向
前
、
向
後
、
向
北
、
向
南
」
な
ど
に
限
ら
れ
て
い
る
」
と
説
明
さ
れ
、
「
向
西
」

は
挙
げ
ら
れ
て
い
な
い
が
、
こ
の
「
向
」
も
接
頭
語
と
し
て
解
釈
可
能
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
う
す
る
と
、
張
籍
コ
買
客
楽
」
の
商
人
も
、
こ
の
詩
と
同
じ
地
域
を
商
売
の
拠
点
と
し

て
活
動
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

〔
墨
客
〕
商
人
。
「
常
客
」
に
同
じ
。
楽
府
題
に
「
佑
三
楽
」
(
『
楽
府
詩
集
』
巻
四
八
)

が
あ
り
、
斉
の
武
帝
を
初
め
と
し
て
同
題
の
楽
府
が
数
篇
あ
る
。
張
籍
に
も
、
こ
の
詩
と

密
接
な
関
係
に
あ
る
3
1
「
質
受
楽
」
が
あ
る
こ
と
は
先
に
も
記
し
た
。
唐
詩
の
用
例
と
し

て
は
、
前
掲
杜
甫
の
「
野
老
」
に
、
「
漁
人
網
豊
州
潭
下
、
佑
客
船
随
返
照
来
」
(
漁
人
の

網
は
 
澄
潭
の
下
に
集
ま
り
、
佑
客
の
船
は
 
返
照
に
随
い
て
来
た
る
)
と
あ
る
。

〔
珠
百
里
〕
「
珠
」
は
真
珠
。
「
斜
」
は
、
容
量
の
単
位
で
十
斗
。
唐
代
の
一
士
は
約
六
〇

リ
ソ
ト
ル
。
陳
注
が
挙
げ
る
『
三
国
志
』
罫
書
・
宗
預
伝
に
、
「
(
孫
権
)
遺
預
大
珠
一
下
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
お
く

乃
還
」
(
(
孫
権
)
預
に
大
珠
一
事
を
遺
り
、
乃
ち
還
る
)
と
、
「
珠
」
と
「
斜
」
が
同
時

に
用
い
ら
れ
て
い
る
。

 
六
朝
で
は
、
稚
康
「
養
生
論
」
(
『
文
選
』
巻
五
三
)
に
、
「
夫
田
種
者
、
一
畝
十
斜
、

謂
之
良
田
。
(
中
略
)
謂
商
無
十
倍
之
価
、
農
楽
百
上
之
望
」
(
起
れ
罪
種
は
、
一
畝
に
十

斜
、
之
を
良
田
と
謂
う
。
(
中
略
)
謂
え
ら
く
 
商
は
十
倍
の
価
無
く
、
農
は
百
斜
の
望

み
無
し
と
)
と
あ
る
の
は
、
収
穫
物
の
量
を
言
い
、
蘇
伯
玉
妻
「
盤
中
詩
」
(
『
玉
垂
論
罪
』

巻
九
)
に
、
「
羊
肉
千
斤
六
百
斜
、
細
君
馬
肥
麦
与
粟
」
(
羊
肉
千
島
 
酒
百
斜
、
君
が
馬

を
し
て
肥
え
し
め
ん
 
麦
と
粟
と
に
)
と
あ
る
の
は
、
酒
の
量
を
言
う
。

 
唐
詩
で
は
、
こ
の
他
九
例
見
え
る
が
、
多
く
が
酒
の
量
を
言
い
、
杜
甫
の
一
例
も
同
じ
。

酒
以
外
で
は
、
陳
注
も
引
く
同
時
代
の
韓
愈
「
病
中
贈
張
十
八
」
(
『
繋
年
男
釈
』
巻
一
)

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
あ

に
、
「
龍
文
百
斜
鼎
、
筆
力
可
独
楽
」
(
龍
文
 
百
斜
の
鼎
、
筆
力
 
独
り
打
ぐ
べ
し
)
と

あ
り
、
張
籍
の
文
才
を
評
価
し
、
百
雷
の
鼎
を
持
ち
上
げ
ら
れ
る
ほ
ど
の
筆
力
と
絶
賛
す

る
。
「
珠
」
と
と
も
に
用
い
ら
れ
た
例
と
し
て
は
、
時
代
は
下
る
が
、
春
画
隠
「
玉
山
」
(
『
全

唐
詩
』
巻
五
三
九
)
に
、
「
珠
下
灘
斜
龍
休
睡
、
桐
払
千
尋
鳳
要
棲
」
(
珠
は
百
斜
を
容
れ

て
 
龍
 
睡
る
を
休
め
、
桐
は
千
尋
を
払
い
て
 
鳳
 
要
ず
棲
む
)
と
あ
る
。
六
籍
に
は

こ
の
一
例
の
み
。

 
こ
の
「
百
斜
」
の
「
珠
」
が
、
商
人
の
財
産
を
言
う
の
か
、
そ
れ
と
も
商
品
と
し
て
扱

っ
て
い
る
宝
石
を
言
う
の
か
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
先
に
も
挙
げ
た
南
無
の
3
1
「
寄
客
楽
」

に
、
「
農
夫
税
脚
長
辛
苦
、
早
業
寧
為
販
宝
器
」
(
農
夫
 
税
多
く
し
て
 
長
に
辛
苦
す
、

業
を
棄
て
て
寧
ぞ
販
宝
の
翁
と
為
ら
ん
や
)
と
あ
る
の
と
関
連
さ
せ
て
考
え
れ
ば
、
「
珠
」

は
商
品
の
真
珠
と
考
え
ら
れ
る
。

 
当
時
商
人
の
中
で
も
塩
を
扱
う
塩
商
人
が
、
塩
が
専
売
で
あ
る
こ
と
を
利
用
し
て
巨
額

の
冨
を
得
て
い
た
こ
と
は
、
劉
萬
錫
「
質
客
位
」
(
『
皇
位
』
巻
二
一
)
の
序
文
に
、
「
五

方
之
質
、
以
晶
相
雄
、
而
塩
質
量
熾
」
(
五
方
の
質
、
財
を
以
て
相
馴
し
て
、
塩
煮
 
尤

も
熾
ん
な
り
)
と
記
さ
れ
て
い
る
。
有
名
な
白
居
易
「
下
馬
婦
」
(
一
六
二
)
は
、
そ
の

塩
商
人
の
妻
の
贅
沢
な
暮
ら
し
を
詠
じ
た
調
諭
詩
で
あ
る
。

 
「
西
江
」
の
【
語
釈
】
で
説
明
し
た
よ
う
に
、
こ
の
詩
の
富
商
は
揚
州
を
中
心
と
し
た

長
江
下
流
域
を
活
躍
の
拠
点
と
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
李
廷
先
氏
の
『
唐
代
揚
州

史
冊
』
(
江
蘇
古
籍
出
版
社
、
一
九
九
二
年
)
に
拠
れ
ば
、
無
代
の
揚
州
に
は
、
塩
商
人

の
他
に
も
真
珠
や
宝
石
を
扱
う
胡
商
が
多
く
い
た
と
さ
れ
る
(
三
七
八
～
三
八
一
頁
)
。
「
野

老
歌
」
の
後
半
四
句
は
、
そ
う
し
た
当
時
の
背
景
を
踏
ま
え
て
書
か
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

 
な
お
「
百
」
を
『
唐
詩
別
裁
集
』
巻
八
は
「
成
」
(
真
珠
が
斜
ほ
ど
に
成
る
)
に
作
る
。

〔
養
犬
〕
犬
を
飼
う
。
六
朝
詩
・
唐
詩
の
用
例
は
張
籍
の
こ
れ
の
み
。

 
こ
の
犬
は
商
人
が
ペ
ソ
ト
と
し
て
買
っ
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
中
唐
期
に
な

っ
て
、
そ
う
し
た
ペ
ッ
ト
と
し
て
の
犬
が
詩
に
詠
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
こ
と
は
、
河
田

聡
美
氏
の
「
イ
ヌ
の
い
る
風
景
-
唐
詩
に
描
か
れ
た
イ
ヌ
た
ち
一
」
(
(
『
中
唐
文
学
の
視

角
』
、
創
文
社
、
一
九
九
八
年
)
に
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
詩
も
引
用
さ
れ
て
い
る
。

〔
食
肉
〕
肉
を
食
べ
る
。
ベ
ッ
ト
の
犬
が
肉
を
食
べ
る
と
い
う
こ
と
で
、
富
商
の
贅
沢
な

暮
ら
し
を
象
徴
的
に
表
す
。
こ
こ
で
は
、
食
料
が
無
く
ど
ん
ぐ
り
を
拾
う
老
農
と
対
比
さ

れ
て
い
る
。

 
陳
注
が
引
く
『
孟
子
』
梁
恵
王
上
に
は
、
「
鶏
三
尉
薦
之
畜
、
無
主
其
時
、
七
十
者
可

以
食
肉
 
」
(
鶏
豚
狗
歳
の
畜
、
其
の
時
を
失
う
無
く
ん
ば
、
七
十
の
者
 
以
て
肉
を
食

ら
う
べ
し
)
と
、
善
政
を
説
く
孟
子
の
こ
と
ば
に
見
え
、
「
七
十
」
の
老
人
も
登
場
す
る
。

張
籍
が
こ
れ
を
踏
ま
え
て
い
る
と
す
れ
ば
、
本
来
善
政
が
行
わ
れ
て
い
る
時
に
は
年
寄
り

も
肉
を
食
べ
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
の
に
、
今
老
人
は
不
条
理
な
税
制
の
た
め
に
貧
困

に
苦
し
み
、
そ
の
代
わ
り
、
納
税
を
逃
れ
た
富
商
の
犬
が
肉
を
食
べ
て
い
る
と
し
、
矛
盾

し
た
社
会
を
厳
し
く
明
確
に
批
判
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

 
用
例
は
、
六
朝
詩
に
は
な
く
、
唐
詩
に
も
、
張
籍
と
同
時
代
か
そ
れ
以
降
の
詩
に
見
え

る
の
み
。
盧
全
「
揚
州
送
伯
齢
過
江
」
(
『
全
唐
詩
』
巻
三
八
八
)
に
、
「
諸
侯
尽
食
肉
、
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壮
気
呑
八
紘
」
(
諸
侯
 
尽
く
肉
を
食
ら
う
も
、
壮
気
 
八
紘
を
呑
む
)
と
あ
る
の
は
金

持
ち
の
食
事
を
い
い
、
白
居
易
「
古
酒
示
行
簡
」
(
三
二
七
)
の
、
「
人
生
筍
有
累
、
食
肉

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
わ
ず
ら

常
如
飢
」
(
人
生
 
重
し
く
も
固
い
有
れ
ば
、
肉
を
食
ら
う
も
常
に
這
う
る
が
如
し
)
も
、

贅
沢
な
食
事
を
言
う
。

 
な
お
、
富
商
の
贅
沢
な
暮
ら
し
を
象
徴
す
る
と
し
て
、
先
に
挙
げ
た
白
居
易
や
劉
萬
錫

の
詩
で
は
、
そ
の
妻
や
子
供
の
様
子
を
取
り
上
げ
る
。
白
居
易
「
六
甲
婦
」
で
は
、
婦
人

が
身
に
つ
け
る
美
し
い
装
飾
品
、
衣
装
や
、
毎
朝
食
べ
る
美
味
し
い
食
事
を
詠
じ
、
劉
萬

錫
「
質
客
止
」
は
、
「
妻
約
雛
金
釧
、
女
垂
貫
珠
縷
」
(
妻
は
雛
金
の
釧
を
約
し
、
女
は
貫

珠
の
縷
を
垂
る
)
と
、
妻
や
娘
が
身
に
つ
け
る
宝
石
を
詠
ず
る
。
こ
れ
を
「
野
老
歌
」
と

比
べ
た
場
合
、
ペ
ソ
ト
の
犬
が
肉
を
食
べ
て
い
る
と
詠
ず
る
方
が
、
よ
り
貧
農
と
の
対
比

が
明
確
と
な
り
、
老
農
の
貧
窮
ぶ
り
が
強
調
さ
れ
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
。

【
補
】

 
「
野
老
歌
」
の
構
成
は
、
前
半
四
句
と
後
半
四
句
に
分
か
れ
、
前
半
で
貧
農
に
重
税
を

課
す
政
府
を
、
後
半
で
は
貧
農
と
は
対
照
的
に
贅
沢
な
暮
ら
し
を
す
る
富
商
を
批
判
し
て

い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
内
容
は
、
い
ず
れ
も
中
唐
期
に
多
作
さ
れ
る
課
諭
詩
の
重
要
な
テ
ー

マ
で
あ
り
、
【
語
釈
】
で
も
指
摘
し
た
よ
う
に
、
白
居
易
や
劉
萬
錫
に
同
様
の
詩
が
見
ら

れ
る
。
以
下
、
容
易
に
想
起
し
得
る
比
較
的
著
名
な
詩
を
挙
げ
る
と
、

①
納
税
に
苦
し
む
農
民

・
白
居
易
「
重
賦
」
(
秦
遅
達
)
「
杜
尊
書
」

②
富
商
に
対
す
る
批
判

・
白
居
易
「
塩
商
婦
」
(
新
楽
府
)

・
劉
萬
錫
「
論
客
詞
」

・
張
工
「
質
外
学
」

(
新
楽
府
)

 
こ
う
し
た
詩
と
張
籍
「
野
老
歌
」
を
比
較
し
.
 
た
時
、
①
に
お
い
て
、
白
居
易
が
一
編
の

詩
を
使
っ
て
貧
農
に
重
税
を
課
す
政
府
を
批
判
し
て
い
る
の
に
対
し
、
先
述
し
た
よ
う
に
、

張
籍
「
野
老
歌
」
で
は
わ
ず
か
四
句
で
そ
の
こ
と
を
表
現
し
て
い
る
。
ま
た
白
居
易
が
、

為
政
者
に
対
す
る
批
判
を
詩
の
中
で
直
接
述
べ
て
い
る
の
対
し
、
張
籍
は
、
老
翁
が
作
っ

た
作
物
が
倉
庫
に
運
ば
れ
土
に
な
っ
た
と
、
た
だ
状
況
を
描
写
す
る
の
み
で
非
難
の
言
葉

を
直
接
述
べ
る
こ
と
は
な
い
。
同
じ
手
法
は
後
半
四
句
に
も
う
か
が
え
、
ど
ん
ぐ
り
を
拾

う
老
翁
に
、
肉
を
も
ら
う
富
商
の
犬
を
対
置
す
る
だ
け
で
、
張
籍
自
身
は
何
ら
コ
メ
ン
ト

し
て
お
ら
ず
、
張
籍
は
是
非
の
判
断
を
読
者
に
委
ね
て
い
る
。
同
様
の
テ
ー
マ
を
扱
っ
た

心
皮
詩
で
あ
り
な
が
ら
、
こ
こ
に
は
白
居
易
と
張
籍
の
表
現
手
法
の
相
違
が
見
ら
れ
る
よ

う
に
思
う
。

 
さ
て
「
野
老
歌
」
の
後
半
部
で
は
、
貧
農
と
は
正
反
対
の
立
場
に
い
る
人
物
と
し
て
富

商
が
非
難
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
そ
う
し
た
構
図
は
②
に
挙
げ
た
詩
に
も
見
え
る
。

こ
れ
は
、
土
地
を
所
収
す
る
た
め
納
税
の
義
務
か
ら
逃
れ
ら
れ
な
い
農
民
に
対
し
、
商
人

が
、
各
地
を
行
商
し
て
回
る
こ
と
で
そ
う
し
た
義
務
か
ら
逃
れ
得
る
立
場
に
あ
っ
た
か
ら

で
あ
ろ
う
。
そ
の
こ
と
は
、
劉
詩
評
「
質
客
詞
」
で
は
、
「
行
止
皆
有
楽
、
関
梁
直
訳
征
」

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
お
の
ず
か

(
行
止
皆
楽
し
み
有
り
、
言
論
 
自
ら
征
無
し
)
と
詠
わ
れ
、
ま
た
白
居
易
「
塩

商
婦
」
(
一
六
二
)
に
も
、
「
増
作
塩
商
十
五
年
、
不
属
州
県
属
天
子
。
毎
年
耳
利
入
官
時
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
な

馬
入
官
家
憲
入
私
」
(
婿
は
塩
商
と
作
り
て
 
十
五
年
、
州
県
に
属
せ
ず
 
天
子
に
属
す
。

毎
年
 
塩
利
の
官
に
入
る
時
、
少
し
く
官
家
に
入
れ
 
多
く
私
に
入
る
)
と
あ
り
、
商
人

が
、
州
県
で
は
な
く
国
に
直
接
納
税
す
る
こ
と
で
私
利
を
蓄
え
て
い
る
こ
と
が
非
難
さ
れ

て
い
る
。
ま
た
張
籍
自
身
の
「
質
客
楽
」
に
も
、
「
年
年
逐
利
西
復
東
、
姓
名
不
在
県
籍

中
」
(
年
年
 
利
を
逐
い
て
 
西
に
復
た
東
に
、
姓
名
 
県
籍
の
中
に
在
ら
ず
)
と
批
判

的
に
詠
わ
れ
て
い
る
。

 
こ
う
し
た
重
税
に
苦
し
む
貧
農
と
、
そ
れ
と
は
対
照
的
に
莫
大
な
財
を
蓄
え
る
富
商
の

出
現
は
、
李
胃
管
注
で
は
、
唐
の
中
頃
、
具
体
的
に
は
徳
宗
の
建
設
元
年
(
七
八
○
)
に

両
税
法
が
施
行
さ
れ
た
こ
と
に
起
因
す
る
と
説
明
す
る
。
た
だ
、
富
商
の
活
動
拠
点
で
あ

る
長
江
中
下
流
域
で
は
、
両
税
法
施
行
以
前
か
ら
商
業
を
重
視
し
農
業
を
軽
ん
ず
る
風
潮

が
あ
り
(
『
新
唐
書
』
百
重
誉
伝
に
、
「
揚
州
、
江
、
呉
大
都
会
。
俗
学
商
質
、
不
急
農
」

(
揚
州
は
、
江
、
呉
の
大
都
会
な
り
。
俗
 
商
質
を
喜
び
、
農
を
事
と
せ
ず
)
)
、
両
税
法

施
行
後
、
ま
す
ま
す
そ
れ
に
拍
車
が
か
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
中
唐
の
詩
人
達

は
、
新
た
な
制
度
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
た
社
会
の
矛
盾
を
、
積
極
的
に
認
口
詩
の
題

材
に
取
り
入
れ
て
い
る
と
言
え
る
。

 
揚
州
を
中
心
と
し
た
長
江
下
流
域
は
、
当
時
商
業
の
最
も
盛
ん
に
行
わ
れ
た
場
所
で
あ

る
が
、
同
時
に
こ
の
地
域
は
、
当
時
国
の
税
収
の
重
要
な
供
給
源
で
あ
っ
た
。
例
え
ば
韓

愈
「
送
陸
激
州
詩
序
」
(
『
校
注
』
巻
四
)
に
は
、
「
当
今
賦
出
於
天
下
、
江
南
居
十
九
」
(
当

今
 
賦
の
天
下
に
出
つ
る
こ
と
、
江
南
 
十
が
九
に
居
る
)
と
、
税
収
の
九
〇
パ
ー
セ
ン

ト
が
江
南
か
ら
の
も
の
で
あ
る
と
記
し
、
ま
た
憲
宗
の
「
元
和
十
四
年
七
月
二
十
三
日
上

尊
号
赦
」
(
『
文
苑
英
華
』
巻
四
二
二
)
で
も
、
「
聖
霊
已
後
、
黒
塗
方
股
。
両
河
宿
兵
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
さ
か

戸
賦
不
入
。
軍
国
費
用
、
取
資
江
、
准
南
」
(
天
宝
已
後
、
何
事
 
方
に
般
ん
な
り
。
両

 
 
 
 
と
ど

河
 
兵
を
宿
め
、
戸
賦
 
入
ら
ず
。
軍
国
の
費
用
は
、
資
を
江
、
准
南
に
取
る
)
と
、
山

河
、
す
な
わ
ち
河
南
・
河
北
か
ら
の
税
収
が
滞
る
中
、
軍
事
費
を
江
南
・
准
南
の
地
よ
り

賄
っ
て
い
た
と
記
さ
れ
て
い
る
(
以
上
の
二
例
は
『
心
的
揚
州
史
考
』
参
照
)
。
こ
う
し

た
な
か
で
、
商
人
の
活
躍
と
そ
の
脱
税
に
よ
る
税
収
の
不
足
は
、
必
然
的
に
そ
の
し
わ
寄

せ
が
農
民
に
及
ん
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
先
に
も
挙
げ
た
劉
禺
錫
「
質
客
詞
」
の
序
に
、
「
或

日
、
質
雄
則
徳
器
」
(
或
ひ
と
潔
く
、
質
雄
な
れ
ば
則
ち
二
三
な
わ
る
)
-
・
」
あ
る
よ
う
に
、
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商
人
と
農
民
の
生
活
が
反
比
例
の
関
係
に
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
当
時
の
一
般
的
な
認
識

で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

 
ま
た
中
国
に
は
、
こ
う
し
た
農
民
の
貧
窮
が
、
ひ
い
て
は
国
全
体
の
貧
窮
に
つ
な
が
る

と
い
う
考
え
が
早
く
か
ら
あ
り
、
そ
の
こ
と
は
、
例
え
ば
『
史
記
』
孝
文
本
紀
に
は
、
「
農
、

天
下
之
本
」
(
農
は
、
天
下
の
本
)
と
、
農
業
が
国
家
運
営
の
根
本
で
あ
る
と
記
さ
れ
、

ま
た
『
漢
書
』
食
貨
尊
上
に
は
、
「
擢
其
晶
晶
民
、
甚
賎
傷
農
。
民
傷
則
離
散
、
農
傷
則

国
貧
。
故
甚
貴
与
甚
賎
、
其
傷
一
也
。
善
為
国
者
、
垂
垂
母
傷
弁
士
益
勧
」
(
擢
(
か
い

よ
ね
。
買
い
入
れ
た
穀
物
)
は
其
れ
貴
け
れ
ば
民
を
傷
な
い
、
甚
だ
賎
け
れ
ば
農
を
傷
な

う
。
民
傷
な
わ
る
れ
ば
則
ち
離
散
し
、
農
傷
わ
る
れ
ば
則
ち
国
貧
し
。
故
に
甚
だ
貴
し
と

甚
だ
賎
し
と
は
、
其
れ
傷
う
こ
と
一
な
り
。
善
く
国
を
為
す
者
は
、
民
を
し
て
傷
う
こ
と

母
く
し
て
農
を
し
て
益
ま
す
勧
め
し
む
)
と
、
農
民
が
損
を
す
れ
ば
、
そ
れ
が
国
家
の
貧

窮
に
つ
な
が
る
と
記
さ
れ
る
。
中
唐
の
詩
人
が
、
課
諭
旨
の
中
で
富
商
や
為
政
者
を
批
判

し
て
い
る
の
は
、
単
な
る
貧
農
へ
の
憐
れ
み
の
感
情
か
ら
と
い
う
の
で
は
な
く
、
一
士
大

夫
と
し
て
為
政
者
に
対
し
忠
告
し
て
い
る
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

 
な
お
最
後
に
な
る
が
、
「
野
老
歌
」
に
つ
い
て
の
専
論
に
、
前
掲
高
橋
氏
の
論
文
以
外

に
も
、
朱
目
撃
・
徐
栄
街
「
自
成
一
家
、
風
格
多
様
-
読
張
籍
詩
「
野
老
歌
」
和
「
夜
到

漁
家
」
1
」
(
『
閲
読
与
欣
賞
』
九
、
 
一
九
八
四
年
)
、
高
建
中
氏
「
張
籍
詩
歌
読
札
(
三

則
)
」
(
『
中
張
自
学
指
導
』
十
、
一
九
九
〇
年
)
の
二
篇
の
論
文
が
あ
る
。
高
橋
氏
と
高

氏
の
論
文
は
、
【
語
釈
】
【
補
】
を
記
す
に
当
た
り
大
い
に
参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

朱
・
徐
両
氏
の
論
文
は
未
見
で
あ
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(
畑
村
)
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【
題
解
】

 
衣
を
寄
す
る
う
た
。
『
楽
府
詩
集
』
巻
九
四
「
新
楽
府
辞
」
の
部
分
に
収
め
る
。
張
修

蓉
氏
『
中
唐
楽
府
詩
研
究
』
も
「
新
題
新
家
」
に
分
類
し
て
い
る
。

 
『
楽
府
詩
集
』
で
は
、
「
寄
海
士
」
の
前
に
は
王
建
の
「
送
衣
曲
」
、
そ
の
前
に
は
王
建

と
劉
萬
錫
の
「
濤
衣
曲
」
が
収
め
ら
れ
、
さ
ら
に
そ
の
前
の
部
分
に
は
、
孟
郊
・
元
積
・

飽
溶
の
「
織
婦
詞
」
、
王
建
の
「
織
錦
曲
」
と
温
庭
均
の
「
織
錦
詞
」
、
王
建
の
「
当
窓
織
」

が
並
ん
で
い
る
。
中
唐
の
頃
か
ら
、
女
性
の
針
仕
事
や
機
織
り
の
苦
労
が
、
楽
府
の
題
材

と
し
て
た
び
た
び
取
り
挙
げ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
を
表
し
て
い
よ
う
。

 
こ
の
楽
府
題
に
つ
い
て
は
、
8
「
白
綜
歌
」
の
【
補
】
に
挙
げ
た
、
赤
井
益
久
氏
の
「
送

濡
衣
-
唐
詩
『
送
衣
曲
』
を
め
ぐ
っ
て
一
」
に
詳
し
い
考
察
が
あ
る
。
氏
に
よ
れ
ば
、
六

朝
期
の
徒
詩
「
濤
衣
詩
」
で
は
、
本
来
、
砧
で
打
つ
「
擁
衣
」
の
部
分
と
、
衣
を
良
人
へ

送
る
「
寄
遠
」
の
部
分
と
が
あ
っ
た
が
、
「
寄
遠
」
の
要
素
は
次
第
に
求
め
ら
れ
な
く
な

る
。
唐
網
に
な
っ
て
「
中
江
」
が
楽
府
系
の
詩
題
を
持
つ
よ
う
に
な
り
、
中
唐
の
王
建
・

皇
籍
に
至
っ
て
、
「
黒
衣
」
と
「
寄
遠
」
の
要
素
を
別
個
の
新
宿
楽
府
と
し
て
設
定
す
る

よ
う
に
な
る
と
い
う
。
そ
し
て
、
六
朝
期
に
遠
方
の
良
人
の
早
早
を
招
き
つ
な
ぐ
も
の
で

あ
っ
た
「
導
音
」
と
、
現
実
生
活
の
中
で
辺
境
に
い
る
防
人
に
衣
を
送
っ
た
こ
と
に
由
来

す
る
「
送
衣
」
は
様
相
を
異
に
し
て
お
り
、
「
近
着
」
が
独
立
し
た
こ
と
を
、
擬
古
性
の

束
縛
を
離
れ
て
、
生
新
で
切
実
な
閨
怨
の
声
の
誕
生
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。
そ
し
て
氏
は
、

楽
府
の
新
生
を
意
図
し
た
王
事
・
張
籍
が
庶
民
の
心
を
詠
じ
た
作
と
し
て
高
く
評
価
し
て

お
ら
れ
る
。

 
ま
た
、
松
原
朗
氏
の
「
盛
唐
か
ら
中
唐
へ
一
楽
府
文
学
の
変
容
を
手
掛
か
り
と
し
て
一
」

(『

?
綜
黒
ｶ
論
叢
』
第
一
八
集
、
一
九
九
九
年
)
も
、
こ
の
作
品
に
お
い
て
、
自
分
の

手
で
作
っ
た
も
の
を
送
ろ
う
と
す
る
こ
と
、
夫
婦
関
係
以
外
の
姑
が
登
場
す
る
こ
と
、
の

二
点
か
ら
、
具
体
的
な
日
常
性
を
持
ち
込
ん
で
、
伝
統
的
な
閨
怨
楽
府
を
突
破
す
る
一
つ

の
試
み
と
位
置
づ
け
て
お
ら
れ
る
。

 
な
お
、
李
議
政
注
で
は
、
従
来
の
府
兵
制
に
お
い
て
兵
器
や
衣
類
を
自
分
で
用
意
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
が
、
中
唐
以
後
の
募
兵
制
で
政
府
か
ら
支
給
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
同
様
の
指
摘
は
高
若
蘭
氏
の
「
試
論
張
籍
詩
中
的
婦
女
形

象
」
(
『
大
陸
雑
誌
』
第
九
五
巻
第
二
期
、
一
九
九
七
年
)
に
も
見
え
、
松
原
氏
も
そ
の
点

に
触
れ
る
。
赤
井
氏
前
掲
論
文
は
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
も
詳
細
に
考
証
さ
れ
て
お
り
、
募

兵
制
と
な
っ
て
政
府
の
支
給
が
始
ま
っ
て
も
、
依
然
と
し
て
民
間
か
ら
の
送
衣
に
頼
っ
て

い
た
状
態
だ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

【
本
文
・
書
き
下
し
文
】

1
織
素
縫
衣
濁
苦
辛

2
遠
因
回
使
寄
征
人

3
官
家
亦
自
越
知
去

4
貴
從
妾
手
着
君
身

5
高
堂
姑
老
無
二
子

6
不
得
自
到
邊
城
裏

7
磐
葱
爲
看
初
着
時

8
征
夫
身
上
箒
星
宜

素
を
織
り
 
衣
を
縫
っ
て
 
独
り
苦
辛
す

遠
く
回
使
に
因
り
て
 
征
人
に
寄
せ
ん
と
す

官
家
も
亦
た
自
ず
か
ら
 
衣
を
寄
せ
去
る
も

妾
が
手
よ
り
し
て
 
君
が
身
に
着
く
る
を
貴
ぶ

高
堂
 
姑
老
い
て
 
侍
子
無
く

自
ら
辺
城
の
裏
に
到
る
を
得
ず

磐
葱
に
為
に
看
よ
 
初
め
て
着
く
る
時

征
夫
の
身
上
 
宜
し
き
や
宜
し
か
ら
ず
や
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【
口
語
訳
】

1
削
ぎ
ぬ
を
織
り
 
着
物
を
縫
う
の
に
 
た
っ
た
一
人
苦
し
み
抜
い
て

2
前
線
か
ら
帰
っ
て
い
る
使
い
の
方
に
頼
ん
で
 
遥
か
遠
く
の
夫
へ
送
り
ま
す

 
 
か
み

3
お
上
は
お
上
で
 
着
物
を
送
っ
て
下
さ
い
ま
す
が

4
私
が
手
ず
か
ら
縫
っ
た
も
の
を
 
あ
な
た
が
着
て
く
れ
る
こ
と
が
大
事
な
の
で
す

5
奥
座
敷
に
は
年
老
い
た
お
義
母
さ
ま
が
お
ら
れ
 
お
仕
え
す
る
子
供
も
い
な
い
の
で

6
私
自
身
が
 
辺
境
の
町
へ
持
っ
て
い
く
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん

7
ど
う
か
私
の
代
わ
り
に
 
気
を
付
け
て
見
て
下
さ
い
 
初
め
て
こ
れ
を
着
た
時

8
戦
地
に
い
る
夫
の
身
体
に
 
ぴ
っ
た
り
か
ど
う
か
を

【
押
韻
】

辛
・
人
・
身
-
上
平
一
七
真

子
・
裏
一
上
声
六
止

時
-
上
平
七
之
 
宜
一
上
平
五
支

(
同
国
)

【
語
釈
】

1
・
2
 
…
織
素
縫
衣
独
苦
辛
、
遠
因
回
使
寄
征
人

〔
語
素
〕
絹
を
織
る
。
素
は
白
絹
。
古
く
「
古
詩
為
是
迄
卿
高
作
」
(
『
玉
璽
新
詠
』
巻
一
)

に
「
十
三
能
織
素
、
十
四
学
下
衣
」
(
十
三
に
し
て
能
く
素
を
織
り
、
十
四
に
し
て
衣
を

裁
づ
を
学
ぶ
)
と
い
う
例
が
あ
る
。
六
朝
詩
に
お
い
て
は
、
客
僧
儒
の
「
吾
吾
曲
・
有
所

思
」
(
『
玉
皇
新
詠
』
巻
六
)
に
「
不
堪
長
喜
素
、
誰
能
独
澆
紗
」
(
長
く
素
を
織
る
に
堪

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
あ
ら

え
ず
、
誰
か
能
く
独
り
紗
を
洗
わ
ん
)
と
い
う
な
ど
の
用
例
が
見
え
る
。

 
唐
詩
に
お
け
る
用
例
は
少
な
い
よ
う
で
、
初
午
の
虞
世
南
が
二
例
用
い
て
い
る
後
は
、

盛
唐
期
に
用
例
が
見
え
ず
、
張
籍
と
ほ
ぼ
同
時
期
の
羊
士
謬
・
李
賀
に
至
っ
て
一
例
ず
つ

現
れ
る
よ
う
だ
。
虞
世
事
の
例
を
一
つ
挙
げ
て
お
こ
う
。
「
怨
歌
行
」
(
『
全
唐
詩
』
巻
三

六
)
に
「
裁
両
棲
断
曲
、
織
素
本
離
心
」
(
紋
を
裁
つ
 
棲
断
の
曲
、
素
を
織
る
 
別
離

の
心
)
と
い
う
。
張
籍
に
も
こ
の
一
例
の
み
。

 
続
古
逸
叢
書
本
・
『
唐
文
粋
』
等
は
「
繊
素
」
に
作
る
。
「
繊
素
」
で
あ
れ
ば
、
き
め
の

細
か
い
絹
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
『
北
堂
書
紗
』
巻
＝
二
四
に
引
く
徐
幹
の
「
円
扇
賦
」
に

「
惟
合
歓
之
奇
怪
、
尉
面
洛
櫛
歯
素
」
と
い
う
用
例
が
あ
る
(
『
太
平
御
覧
』
巻
七
〇
二

は
「
団
扇
賦
」
と
し
、
「
非
」
を
「
肇
」
に
作
る
)
。
六
朝
詩
に
は
用
例
が
な
い
よ
う
だ
。

 
唐
詩
に
お
い
て
も
、
他
に
は
、
晩
唐
の
王
土
手
の
「
白
牡
丹
」
(
『
全
唐
詩
』
巻
七
〇
一
)

に
「
穀
雨
洗
繊
素
、
裁
為
白
牡
丹
」
(
穀
雨
 
繊
素
を
洗
い
、
裁
ち
て
白
牡
丹
と
為
す
)

と
い
う
一
例
を
検
し
う
る
の
み
。

〔
縫
衣
〕
儒
者
の
着
る
、
袖
の
下
か
ら
両
脇
を
縫
い
合
わ
せ
た
「
縫
腋
の
衣
」
の
略
称
と

し
て
、
『
荘
子
』
や
李
白
の
詩
に
例
が
見
え
る
が
、
こ
こ
で
は
単
に
こ
ろ
も
を
縫
う
こ
と

で
あ
ろ
う
。
こ
の
意
味
で
の
用
例
と
し
て
は
、
作
者
不
詳
の
「
休
乙
女
」
二
首
其
一
(
『
古

詩
紀
』
四
三
)
に
「
不
響
胴
縫
衣
、
記
得
業
按
茜
」
(
惜
し
ま
ず
 
故
と
縫
い
し
衣
、
記

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
お

し
得
た
り
 
初
め
て
茜
を
按
ず
を
)
と
見
え
る
。
な
お
、
赤
井
氏
が
六
朝
期
の
「
野
馬
詩
」

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
へ

の
噛
矢
と
さ
れ
る
謝
恵
連
の
「
追
憶
」
(
『
文
選
』
巻
三
〇
)
に
「
押
回
翌
旦
刀
、
縫
為
万

里
衣
」
(
裁
ち
て
笥
中
の
刀
を
用
い
、
縫
い
て
万
里
の
衣
を
為
す
)
の
句
が
あ
る
。

 
こ
の
こ
と
ば
も
唐
詩
に
お
け
る
用
例
は
あ
ま
り
多
く
な
い
。
張
籍
に
先
立
つ
例
と
し
て

は
、
沈
栓
期
の
「
雑
詩
三
首
」
其
一
(
『
全
唐
詩
』
巻
九
六
)
に
「
怨
暗
能
至
暁
、
独
自

獺
縫
衣
」
(
怨
暗
 
能
く
暁
に
至
り
、
独
自
 
衣
を
縫
う
に
獺
し
)
の
句
が
あ
り
、
孟
浩

然
の
「
寒
夜
」
(
『
全
唐
詩
』
巻
一
六
〇
)
に
「
閨
夕
綺
窩
閉
、
佳
人
罷
縫
衣
」
(
閨
夕

綺
窩
閉
じ
、
佳
人
 
衣
を
縫
う
を
罷
む
)
の
句
が
あ
る
。
と
も
に
閨
怨
に
関
す
る
例
で
あ

ろ
う
。
先
立
つ
も
う
一
例
、
零
参
の
「
臨
河
客
舎
呈
秋
明
府
兄
留
題
県
南
楼
」
(
『
雰
参
集

校
注
』
巻
一
。
以
下
零
参
の
詩
の
引
用
は
同
書
に
拠
る
)
に
「
河
辺
酒
家
堪
寄
宿
、
主
人

小
女
能
縫
衣
」
(
河
辺
の
酒
家
 
寄
宿
す
る
に
堪
え
た
り
、
主
人
の
小
女
 
能
く
衣
を
縫

う
)
と
い
う
の
は
、
や
や
趣
を
異
に
す
る
。

 
張
籍
に
は
こ
の
一
例
の
み

〔
独
苦
辛
〕
た
っ
た
一
人
で
苦
し
ん
で
い
る
。
「
独
」
の
文
字
が
、
帰
ら
ぬ
夫
を
待
ち
な

が
ら
衣
服
を
作
る
と
い
う
作
業
の
孤
独
さ
を
、
み
ご
と
に
際
立
た
せ
て
い
る
。

 
「
苦
辛
」
は
苦
し
み
、
苦
労
。
常
見
の
語
。
古
く
「
古
詩
十
九
首
」
其
四
(
『
文
選
』

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
か
ん
か

巻
二
九
)
に
「
無
為
守
窮
賎
、
轄
朝
長
苦
辛
」
(
為
す
無
か
れ
 
窮
賎
を
守
り
、
轄
輌
し

て
 
長
く
苦
辛
す
る
を
)
と
見
え
、
六
朝
詩
・
唐
詩
と
も
に
膨
大
な
用
例
が
あ
る
。
「
辛

苦
」
と
同
義
で
あ
る
が
、
古
詩
十
九
首
の
例
が
す
で
に
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、
「
辛
」
の

文
字
で
押
韻
す
る
場
所
に
多
く
用
い
る
よ
う
だ
。

 
夫
を
待
つ
女
性
の
悲
し
み
を
「
苦
辛
」
と
表
現
し
た
例
と
し
て
は
、
李
嬌
の
「
侶
平
行
」

(『

S
唐
詩
』
巻
六
一
)
に
「
団
扇
辞
恩
寵
、
回
文
贈
苦
辛
」
(
団
扇
 
恩
寵
を
辞
し
、
回

文
 
苦
辛
を
贈
る
)
の
句
が
あ
る
。

 
張
籍
の
敬
愛
し
た
杜
甫
に
五
例
、
う
ち
「
前
出
塞
九
首
」
丁
重
(
『
詳
註
』
巻
二
)
に

「
哀
哉
両
決
絶
、
不
復
同
苦
辛
」
(
哀
し
い
哉
 
両
つ
な
が
ら
決
絶
し
、
復
た
苦
辛
を
同

じ
う
せ
ず
)
と
い
う
の
は
、
こ
の
詩
と
表
裏
の
関
係
に
あ
る
出
征
兵
士
の
苦
労
を
、
楽
府

に
お
い
て
表
現
し
た
例
で
あ
る
。

 
張
工
に
は
こ
の
一
例
の
み
(
「
辛
苦
」
は
五
例
の
用
例
が
あ
る
)
。

〔
遠
因
回
使
〕
「
因
」
は
、
李
冬
生
・
李
樹
政
注
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
こ
こ
で
は
頼
る
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意
。
な
お
、
何
気
な
く
用
い
ら
れ
た
「
遠
」
の
文
字
が
、
夫
と
の
距
離
を
感
じ
さ
せ
、
「
征

人
」
と
呼
応
し
つ
つ
悲
哀
を
増
し
て
い
る
。

 
「
黒
日
」
は
、
徐
注
・
李
冬
生
注
・
李
樹
政
注
い
ず
れ
も
、
前
線
か
ら
一
時
帰
っ
て
き

て
い
る
使
者
の
こ
と
を
い
う
と
す
る
。
一
応
こ
れ
に
従
っ
た
が
、
一
時
帰
っ
て
い
る
使
者

は
再
び
辺
境
へ
と
戻
る
の
だ
か
ら
、
「
前
線
へ
と
帰
っ
て
行
く
使
者
」
と
解
す
る
こ
と
も

で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。
少
な
く
と
も
、
衣
を
寄
せ
る
妻
の
立
場
か
ら
い
え
ば
、
そ
ち
ら

の
方
が
重
要
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

 
用
例
は
少
な
く
、
管
見
の
及
ぶ
限
り
で
は
、
至
論
の
詩
題
に
「
夜
中
得
循
州
趙
司
馬
侍

郎
書
、
因
寄
回
使
」
(
夜
中
 
循
州
趙
司
馬
侍
郎
の
書
を
得
て
、
因
り
て
回
盲
に
寄
す
。
『
全

唐
詩
』
巻
二
七
八
)
と
い
い
、
白
居
易
の
「
送
早
春
遊
車
南
二
十
韻
」
(
一
〇
一
六
)
に

「
 
使
先
伝
語
、
征
軒
早
二
輪
」
(
歩
軍
 
先
ず
語
を
伝
え
、
征
軒
 
早
く
輪
を
返
せ
)

と
い
う
例
が
あ
る
。
白
居
易
の
例
は
、
友
人
の
赴
く
嶺
南
か
ら
遣
わ
さ
れ
て
都
へ
一
時
帰

る
使
者
を
い
う
よ
う
だ
。

〔
寄
仁
人
〕
「
征
人
」
は
出
征
し
て
い
る
人
。
こ
こ
で
は
夫
を
い
う
。
上
の
「
遠
」
を
承

け
る
と
と
も
に
、
末
句
の
「
征
夫
」
と
呼
応
し
て
い
る
。

 
こ
れ
も
常
見
の
語
で
、
六
朝
詩
・
唐
詩
と
も
に
多
く
の
用
例
が
あ
る
。
陸
機
の
「
飲
馬

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
け
ん
い
ん
 
 
ま
こ
と

長
図
工
行
」
(
『
文
選
』
巻
二
八
)
配
π
「
声
貌
亮
未
夷
、
征
人
堂
徒
旋
」
(
歪
面
 
亮
に
未

だ
夷
が
ず
、
征
人
 
堂
に
徒
ら
に
旋
ら
ん
や
)
と
い
う
の
は
、
楽
府
の
中
で
出
征
兵
士
に

つ
い
て
用
い
ら
れ
た
例
。
「
子
夜
四
時
歌
」
秋
歌
十
八
首
其
三
(
『
楽
府
詩
集
』
巻
四
四
)

に
「
征
人
難
為
思
、
願
逐
秋
風
帰
」
(
征
人
 
思
い
を
為
し
難
し
、
願
わ
く
は
秋
風
を
逐

い
て
帰
ら
ん
こ
と
を
)
と
い
う
の
は
、
女
性
の
側
か
ら
出
征
兵
士
を
呼
ん
だ
例
。

 
唐
詩
に
お
い
て
も
、
壁
上
の
「
夜
登
書
足
城
聞
笛
」
(
『
全
唐
詩
』
巻
二
八
三
)
に
「
不

知
何
処
吹
蔵
管
、
一
夜
玉
人
尽
望
郷
し
(
不
知
何
処
吹
薦
管
、
一
夜
罪
人
尽
望
郷
)
と
い

う
句
な
ど
は
有
名
で
あ
る
。

 
杜
甫
に
一
例
、
「
口
笛
」
(
『
詳
註
』
巻
八
)
に
「
他
日
傷
心
極
、
吾
人
白
骨
帰
」
(
他
日

 
傷
心
の
極
み
、
征
人
 
白
骨
帰
る
)
と
い
う
句
が
あ
る
。

 
張
籍
に
は
他
に
二
例
、
7
7
「
出
塞
」
に
「
征
人
皆
白
首
、
誰
見
滅
胡
時
」
(
征
人
 
直

な
白
首
、
誰
か
見
ん
 
胡
を
滅
ぼ
す
の
時
)
と
い
う
例
は
、
出
征
兵
士
に
つ
い
て
用
い
た

も
の
。
3
3
「
車
遥
遥
」
に
「
征
人
遥
遥
出
古
城
、
双
輪
斉
動
駅
馬
鳴
」
(
征
人
遥
遥
と
し

て
 
古
城
を
出
で
、
双
輪
斉
し
く
動
き
 
馴
馬
鳴
く
)
と
い
う
例
は
、
単
に
旅
人
の
例
か
。

一
首
の
内
容
が
つ
か
み
が
た
く
、
女
性
で
は
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
待
つ
側
の
立
場
か

ら
詠
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
確
か
な
よ
う
で
あ
る
。

 
な
お
、
「
華
人
」
「
征
夫
」
を
待
つ
女
性
を
中
唐
に
な
っ
て
「
征
馬
」
と
表
現
す
る
こ
と

に
つ
い
て
は
、
7
「
征
丁
重
」
の
【
題
解
】
参
照
。

 
冒
頭
の
二
句
。
楽
府
題
の
「
中
耳
」
の
状
況
が
描
か
れ
て
い
る
。
8
「
白
寄
歌
」
の
【
補
】

で
触
れ
た
よ
う
に
、
同
じ
く
夫
の
着
る
服
を
作
り
な
が
ら
、
「
白
紆
歌
」
で
は
着
て
く
れ

る
時
を
楽
し
み
に
衣
服
を
作
っ
て
い
た
の
が
、
こ
の
詩
で
は
「
独
」
り
「
苦
辛
」
を
味
わ

う
姿
と
な
っ
て
い
る
。

3
・
4
 
官
家
亦
自
寄
衣
去
、
貴
從
妾
手
着
等
身

〔
官
家
亦
自
単
衣
去
〕
お
上
の
方
で
も
着
物
を
送
り
は
し
ま
す
が
。

 
「
商
家
」
は
、
政
府
、
お
上
。
口
語
的
表
現
で
あ
る
。
塩
見
邦
彦
氏
『
唐
詩
口
語
の
研

究
』
(
一
九
九
五
年
、
中
国
書
店
)
参
照
。
陳
注
に
も
引
く
、
晋
の
亡
帝
の
義
煕
初
の
童

謡
(
『
晋
書
』
五
行
志
中
お
よ
び
『
物
書
』
五
行
志
二
)
に
「
官
家
養
藍
化
成
荻
、
蔵
生

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
お
の
ず
か

寸
止
自
習
積
」
(
官
家
 
藍
を
養
い
て
 
化
し
て
荻
と
成
り
、
藍
生
じ
て
止
ま
ず
 
 
自

ら
積
む
を
成
す
)
と
い
う
の
も
、
庶
民
の
口
吻
で
あ
ろ
う
。
六
朝
期
に
は
も
う
一
例
見
え
、

梁
の
「
鈍
鹿
公
主
歌
辞
」
三
曲
其
一
(
『
楽
府
詩
集
』
巻
二
五
)
に
「
官
家
出
遊
雷
大
鼓
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
に
つ

細
乗
憤
車
開
後
戸
」
(
官
家
出
遊
し
て
 
大
鼓
を
雷
ち
、
細
や
か
に
憤
車
に
乗
り
 
後
戸

を
開
く
)
と
い
う
が
、
こ
れ
も
民
謡
で
あ
る
。

 
塩
見
氏
の
書
に
も
例
を
挙
げ
て
お
ら
れ
る
が
、
唐
に
お
い
て
は
、
初
盛
事
の
詩
に
は
例

が
見
え
ず
、
張
籍
・
王
建
・
白
居
易
ら
に
至
っ
て
、
多
く
の
用
例
が
現
れ
る
よ
う
に
な
る
。

特
に
白
詩
に
多
い
こ
と
に
つ
い
て
も
塩
見
氏
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

 
戸
籍
に
は
他
に
三
例
見
え
る
が
、
1
5
「
牧
童
詞
」
3
9
「
烏
暗
部
」
1
5
「
廃
宅
行
」
と
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
4

全
て
楽
府
の
中
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。

 
「
自
」
の
文
字
、
政
府
は
政
府
で
独
自
に
、
と
い
う
ニ
ュ
ア
ン
ス
で
あ
ろ
う
。

 
「
寄
二
塁
」
の
「
去
」
は
、
や
は
り
口
語
的
な
表
現
と
思
わ
れ
る
。
志
村
良
治
氏
の
『
中

国
中
世
語
法
史
研
究
』
(
三
冬
社
、
一
九
八
四
年
)
六
五
頁
に
動
詞
の
後
に
つ
く
補
助
動

詞
と
し
て
の
「
～
去
」
の
説
明
が
あ
り
、
こ
こ
と
同
じ
く
動
詞
と
「
去
」
の
間
に
賓
語
を

伴
う
例
と
し
て
、
王
建
「
尋
李
山
人
不
遇
」
の
な
か
の
一
句
「
従
頭
石
上
留
名
去
」
(
)

を
挙
げ
る
。

 
前
線
の
夫
へ
着
物
を
送
る
と
い
う
行
為
は
、
赤
井
氏
前
掲
論
文
に
多
く
の
例
を
挙
げ
る

よ
う
に
、
六
朝
以
来
の
詩
の
題
材
と
な
っ
て
い
る
が
、
「
寄
衣
」
と
い
う
こ
と
ば
自
体
の

用
例
は
、
張
籍
・
王
建
ら
以
前
の
詩
に
は
見
当
た
ら
な
い
よ
う
だ
。
「
送
呈
」
と
い
う
こ

と
ば
も
状
況
は
同
じ
で
あ
る
。

 
こ
の
こ
と
ば
の
同
時
代
の
用
例
と
し
て
、
野
馳
の
例
を
挙
げ
て
お
こ
う
。
「
送
区
弘
南

帰
」
(
『
奇
霊
集
釈
』
巻
五
)
に
「
男
子
之
節
可
罪
刑
、
母
附
書
至
妻
戸
衣
」
(
独
子
の
節

 
嵯
稀
す
べ
し
、
母
は
書
を
附
し
至
り
 
妻
は
衣
を
寄
す
)
と
い
う
。

 
張
籍
の
「
寄
衣
」
の
用
例
は
こ
れ
の
み
。
「
送
衣
」
は
用
例
が
な
い
。
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〔
貴
県
費
電
着
空
身
〕
私
の
手
で
作
っ
て
あ
な
た
に
着
て
も
ら
う
こ
と
が
大
事
な
の
で
す
。

 
「
従
」
は
「
～
よ
り
す
」
起
点
を
表
す
。
こ
こ
で
は
私
の
手
か
ら
出
る
、
つ
ま
り
手
縫

い
で
あ
る
こ
と
を
い
う
の
で
あ
ろ
う
。
「
妾
手
」
と
「
君
身
」
が
対
応
し
て
お
り
、
身
体

を
意
識
し
た
、
フ
ィ
ジ
カ
ル
で
切
実
な
表
現
で
あ
る
と
感
じ
ら
れ
る
。

 
「
妾
手
」
は
、
李
白
の
「
黄
葛
篇
」
(
王
本
巻
五
)
に
「
差
物
錐
過
時
、
直
覧
手
中
跡
」

(
此
の
物
 
時
を
過
ぐ
と
錐
も
、
是
れ
妾
が
手
中
の
跡
な
り
)
と
い
う
句
が
あ
る
ほ
か
、

詩
に
お
け
る
用
例
が
見
当
た
ら
な
い
。
張
籍
の
例
も
こ
れ
の
み
。
李
白
の
例
も
、
遠
く
の

夫
へ
送
る
着
物
が
手
縫
い
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
た
表
現
で
あ
る
。

 
「
君
身
」
の
詩
に
お
け
る
用
例
に
は
、
傅
玄
の
「
車
遥
遥
篇
」
(
『
玉
壷
新
篇
』
巻
九
)

に
「
君
安
寸
分
西
入
秦
、
願
為
影
分
随
君
身
」
(
君
 
安
く
に
か
遊
ぶ
 
西
の
か
た
秦
に

入
る
、
願
わ
く
は
影
と
為
っ
て
 
君
が
身
に
随
わ
ん
)
の
句
が
あ
る
。
女
性
か
ら
男
性
を

 
 
ロ
 

ヘレ
・
つ
伊

 
唐
詩
で
は
、
杜
甫
の
「
送
孔
巣
面
謝
病
帰
期
江
東
兼
呈
李
白
」
(
『
校
註
』
巻
一
)
に
「
自

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
お
の
ず
か

是
君
身
有
仙
骨
、
世
人
那
得
知
其
故
」
(
自
ら
是
れ
君
が
身
に
は
仙
骨
有
り
、
世
人

 
那
ぞ
其
の
故
を
知
る
を
得
ん
)
と
い
う
な
ど
の
用
例
が
あ
る
。

 
張
籍
に
は
も
う
一
例
、
4
0
「
促
促
詞
」
に
「
願
教
牛
蹄
団
団
一
角
直
、
君
身
常
在
応
不

得
」
(
願
わ
く
は
牛
蹄
を
し
て
団
団
た
ら
し
め
 
一
角
を
し
て
直
か
ら
し
め
ん
も
、
君
が

身
の
常
に
在
る
こ
と
 
応
に
得
ざ
る
べ
し
)
と
い
う
。
こ
れ
も
貧
し
い
家
の
妻
が
、
夫
の

身
体
を
表
現
し
た
も
の
。

 
先
に
「
征
人
」
と
呼
ん
だ
夫
を
、
こ
こ
で
は
「
君
」
と
呼
ん
で
い
る
。
「
妾
」
と
の
表

現
上
の
対
応
も
あ
ろ
う
が
、
遠
く
に
い
る
「
征
人
」
で
あ
る
が
、
こ
の
手
の
中
に
あ
る
衣

服
に
よ
っ
て
、
自
分
と
夫
が
つ
な
が
っ
て
い
る
と
い
う
思
い
を
込
め
た
表
現
な
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。

冒
頭
の
二
句
に
続
い
て
、
自
分
が
着
物
を
送
る
理
由
が
詠
じ
ら
れ
て
い
る
。

5
・
6
 
高
堂
姑
老
無
侍
子
、
不
得
自
修
邊
城
裏

〔
高
堂
〕
は
奥
座
敷
。
義
父
母
の
い
る
と
こ
ろ
。
3
「
雑
怨
」
に
も
「
妾
身
甘
食
残
、
高

堂
有
舅
姑
」
(
妾
身
 
独
り
残
す
る
に
甘
ん
ず
る
も
、
高
堂
に
は
舅
姑
有
り
)
と
見
え
た
。

そ
の
語
釈
参
照
。
な
お
、
そ
こ
で
は
父
母
の
居
る
場
所
の
例
と
し
て
、
李
白
の
例
を
引
い

て
お
い
た
が
、
楽
府
の
例
と
し
て
、
古
楽
府
「
相
逢
行
」
(
『
楽
府
詩
集
』
巻
三
四
)
な
ど

に
「
小
婦
無
所
為
、
挟
蘇
上
高
堂
」
(
小
婦
 
為
す
所
無
く
、
麸
を
挟
ん
で
 
高
堂
に
上

る
)
と
い
う
例
を
付
け
加
え
て
お
こ
う
。

〔
姑
老
無
侍
子
〕
姑
は
年
と
っ
て
お
り
、
世
話
す
る
子
供
が
い
な
い
。

 
「
養
老
」
は
、
先
に
も
引
い
た
事
事
の
4
0
「
促
促
詞
」
に
「
家
中
姑
老
子
復
小
、
自
執

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
い
た

単
管
輸
税
銭
」
(
家
中
姑
老
い
て
 
子
守
た
小
な
り
、
自
ら
恩
納
を
執
り
て
 
税
銭
を
輸

す
)
と
い
う
例
が
見
え
る
ほ
か
、
用
例
を
見
い
だ
し
得
な
い
。
夫
が
出
稼
ぎ
し
て
い
る
貧

し
い
家
で
、
姑
が
年
老
い
、
子
供
が
ま
だ
小
さ
い
こ
と
を
い
う
例
。

 
「
侍
子
」
は
、
陸
僅
の
「
石
今
春
」
(
『
文
選
』
巻
五
六
)
に
「
教
環
骨
子
、
化
沿
期
門
」

 
 
 
 
 
 
 
い
た

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
あ
ま
ね

(
教
え
は
侍
子
に
瑛
り
、
化
は
平
門
に
遠
し
)
と
い
う
例
が
見
え
る
が
、
こ
れ
は
天
子
に

侍
す
る
諸
侯
の
子
の
意
。
盧
照
隣
の
「
明
月
引
」
(
『
全
唐
詩
』
巻
四
一
)
に
「
文
姫
絶
域
、

侍
子
他
郷
」
と
見
え
る
の
も
、
そ
の
例
で
あ
り
、
張
籍
の
も
う
一
例
、
「
送
金
少
卿
副
使

帰
新
羅
」
に
「
久
為
侍
子
承
恩
重
、
今
佐
使
臣
街
角
帰
」
(
久
し
く
甲
子
と
為
り
て
 
恩

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
た
す

を
閃
く
る
こ
と
重
く
、
今
使
臣
を
佐
け
て
 
命
を
街
ん
で
帰
る
)
と
い
う
の
も
同
じ
。

 
父
母
に
仕
え
る
子
供
の
意
味
の
用
例
と
し
て
は
、
同
時
代
の
干
鵠
の
「
送
遷
客
二
首
」

其
一
(
『
全
唐
詩
』
巻
三
一
〇
)
に
「
白
頭
無
侍
子
、
多
病
向
天
涯
」
(
白
頭
 
掛
子
無
く
、

多
病
 
天
涯
に
向
か
う
)
と
い
う
例
が
見
え
る
の
み
。

〔
不
得
自
到
辺
城
裏
〕
自
分
で
辺
境
の
町
に
行
く
こ
と
が
で
き
な
い
。
自
分
で
着
物
を
届

け
ら
れ
な
い
こ
と
を
い
う
。

 
「
辺
城
」
は
2
「
西
州
」
に
「
完
胡
拠
西
塔
、
近
旬
無
辺
城
」
(
野
兎
 
西
州
に
拠
り
、

近
旬
に
 
辺
城
無
し
)
と
見
え
た
。
そ
の
【
語
釈
】
参
照
。

 
こ
こ
で
は
、
自
分
で
衣
服
を
送
り
届
け
た
い
と
気
持
ち
が
詠
じ
ら
れ
て
い
る
が
、
出
征

兵
士
の
妻
が
夫
に
つ
い
て
行
き
た
い
と
い
う
願
い
を
述
べ
る
例
と
し
て
は
、
杜
甫
の
名
作

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ち
か

「
新
婚
別
」
(
『
詳
註
』
巻
七
)
に
「
誓
欲
随
君
去
、
形
勢
反
蒼
黄
」
(
誓
い
て
君
に
随
い

 
ゆて

去
か
ん
と
欲
す
る
も
、
形
勢
 
反
っ
て
実
記
た
り
)
と
い
う
。
張
籍
の
1
4
「
別
離
曲
」

に
も
、
「
不
如
逐
君
征
戦
死
、
誰
能
独
老
空
閨
裏
」
(
如
か
ず
 
君
を
逐
い
て
 
征
戦
し
て

死
す
る
に
、
誰
か
能
く
独
り
老
い
ん
 
空
閨
の
裏
)
の
句
が
あ
る
。

 
ま
た
こ
こ
で
は
、
年
老
い
た
姑
が
い
る
こ
と
が
、
妻
が
自
分
で
着
物
を
届
け
ら
れ
な
い

理
由
と
な
っ
て
い
る
が
、
類
似
し
た
状
況
は
、
先
に
「
高
堂
」
の
語
釈
で
引
い
た
3
「
雑

怨
」
の
句
に
も
見
え
た
。
ま
た
、
7
「
征
婦
怨
」
の
「
夫
死
戦
場
子
在
腹
、
妾
身
錐
存
如

昼
燭
」
(
夫
は
戦
場
に
死
し
て
 
子
は
腹
に
在
り
、
妾
身
 
存
す
と
錐
も
 
昼
の
燭
の
如

し
)
で
は
、
妊
娠
し
て
い
る
た
め
に
、
死
ぬ
に
死
ね
な
い
と
い
う
状
況
が
詠
じ
ら
れ
て
い

た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
【
語
釈
】
参
照
。

自
分
で
着
物
を
送
り
届
け
ら
れ
な
い
も
ど
か
し
さ
が
詠
じ
ら
れ
た
一
句
。

7
 
・
8

磐
葱
為
看
初
着
時
、
征
夫
身
上
宜
不
宜
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三

〔
磐
勲
爲
看
初
着
時
、
征
夫
身
上
宜
不
宜
〕
こ
の
二
句
、
両
様
の
解
釈
が
あ
る
。

 
徐
注
は
、
「
為
」
を
「
夫
の
た
め
に
」
と
解
し
た
よ
う
で
、
夫
が
家
に
い
た
頃
に
、
初

め
て
夫
の
た
め
に
着
物
を
作
っ
た
と
き
の
長
さ
や
大
き
さ
を
、
注
意
深
く
思
い
出
し
、
夫

に
ぴ
っ
た
り
か
ど
う
か
を
考
え
て
新
し
い
着
物
を
作
っ
て
い
る
と
説
明
す
る
。
な
お
、
同

じ
方
向
で
、
「
初
着
時
」
は
、
新
し
い
服
を
夫
が
初
め
て
着
る
時
を
想
像
す
る
と
も
解
せ

よ
う
。
斜
巷
に
、
謝
恵
連
の
「
濤
衣
」
(
前
出
)
の
「
腰
帯
同
仁
昔
、
不
知
今
是
非
」
(
腰

帯
 
疇
昔
に
準
ふ
、
知
ら
ず
 
今
の
是
非
な
る
を
)
の
句
を
引
き
、
「
此
師
其
道
」
(
此
れ

其
の
意
を
師
と
す
)
と
い
う
の
も
、
同
様
で
あ
ろ
う
。

 
こ
れ
に
対
し
て
、
竹
丘
政
注
は
、
「
自
分
の
た
め
に
」
と
解
釈
し
た
よ
う
で
、
新
し
い

服
を
着
る
時
、
夫
の
身
体
に
ぴ
っ
た
り
か
ど
う
か
、
自
分
に
代
わ
っ
て
使
者
に
注
意
し
て

見
て
も
ら
う
し
か
な
い
こ
と
を
い
う
と
解
釈
す
る
。
さ
ら
に
、
使
者
の
前
な
の
で
、
妻
は

夫
の
身
体
の
近
況
を
細
か
く
尋
ね
る
こ
と
が
は
ば
か
ら
れ
て
、
始
め
て
着
た
時
に
合
う
か

ど
う
か
見
て
く
れ
る
よ
う
に
頼
む
し
か
な
い
の
だ
と
説
明
し
て
い
る
。

 
ど
ち
ら
の
解
釈
も
成
り
立
ち
う
る
で
あ
ろ
う
し
、
特
に
謝
恵
連
の
例
か
ら
す
る
と
前
者

の
方
が
伝
統
に
沿
っ
た
解
釈
と
い
え
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
こ
こ
で
は
李
樹
政
注
に
し
た

が
っ
て
解
釈
し
て
み
た
。

 
前
者
の
場
合
、
夫
の
着
る
と
き
の
こ
と
を
想
像
し
て
服
を
作
る
し
か
な
い
と
い
う
、
悲

し
く
も
も
ど
か
し
い
妻
の
状
況
は
、
比
較
的
静
か
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

後
者
の
解
釈
で
は
、
「
夫
の
そ
ば
に
行
け
な
い
私
に
代
わ
っ
て
、
ど
う
か
気
を
付
け
て
見

て
下
さ
い
」
と
、
妻
の
心
情
が
よ
り
直
写
的
に
吐
露
さ
れ
る
と
感
じ
ら
れ
よ
う
。
前
の
部

分
で
、
「
自
分
自
身
で
戦
場
に
持
っ
て
い
き
た
い
の
に
、
姑
が
年
老
い
て
い
る
た
め
そ
れ

が
で
き
な
い
」
と
、
も
ど
か
し
い
思
い
を
強
く
打
ち
出
し
て
い
る
。
こ
こ
は
、
そ
れ
を
承

け
て
、
換
領
し
て
二
句
ま
と
ま
っ
た
結
末
部
分
と
な
っ
て
い
る
か
ら
、
妻
の
強
い
心
の
叫

び
が
表
現
さ
れ
て
い
る
と
考
え
た
方
が
よ
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

 
た
だ
、
李
樹
政
注
は
、
使
者
の
前
で
あ
る
か
ら
細
か
く
尋
ね
ら
れ
な
い
と
、
非
常
に
論

理
的
に
解
釈
し
て
い
る
が
、
そ
こ
ま
で
考
え
る
必
要
は
な
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
楽
府

の
形
式
で
も
あ
り
、
広
く
読
者
(
あ
る
い
は
聴
衆
)
に
対
し
て
、
妻
の
心
の
叫
び
が
表
現

さ
れ
て
い
る
と
見
れ
ば
よ
い
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

 
「
磐
惣
」
は
「
股
勤
」
に
同
じ
。
丁
寧
に
、
注
意
深
く
。
よ
く
用
い
ら
れ
る
こ
と
ば
で

あ
る
。
蓮
華
は
司
馬
遷
の
「
報
忌
避
奏
書
」
(
『
文
選
』
巻
四
一
)
に
「
未
蒔
絵
灘
酒
、
接

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ふ
く
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ま
じ

磐
惣
強
権
」
(
未
だ
嘗
て
盃
杯
盤
を
辛
み
、
磐
勲
の
余
僅
を
養
え
ず
)
と
い
う
の
を
引
く
。

 
詩
に
も
多
く
用
い
ら
れ
、
昏
乱
の
「
贈
白
馬
王
彪
」
(
『
文
選
』
巻
二
四
)
に
「
何
必
同

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
き
ん
ち
ゃ
う
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
の

会
疇
、
然
後
展
磐
勤
」
(
何
ぞ
必
ず
し
も
 
会
疇
を
同
じ
う
し
、
然
る
後
に
 
磐
勤
を
展

べ
ん
)
の
句
が
あ
る
な
ど
の
用
例
が
あ
る
。
唐
詩
に
お
い
て
も
、
多
く
の
用
例
が
あ
る
が
、

郭
震
の
「
子
夜
四
時
歌
六
首
春
歌
二
首
」
其
二
に
(
『
全
唐
詩
』
巻
六
六
)
「
贈
子
同
心
花
、

般
項
部
何
極
」
(
子
に
贈
る
 
同
心
の
花
、
般
勤
 
此
れ
何
ぞ
極
ま
ら
ん
)
と
い
う
の
は
、

女
性
の
男
性
へ
の
愛
情
を
表
現
し
た
例
で
あ
る
。

 
ま
た
、
作
者
不
詳
の
「
伊
州
歌
」
第
一
(
『
楽
府
詩
集
』
巻
七
九
。
『
全
唐
詩
』
巻
一
二

八
に
王
維
の
作
と
す
る
の
は
誤
り
か
)
に
「
翰
墨
下
野
磐
勲
嘱
、
帰
雁
来
時
数
寄
書
」
(
島

人
 
去
る
日
 
磐
勲
に
嘱
す
、
帰
雁
 
来
る
時
 
翻
し
ば
書
を
寄
せ
よ
と
)
と
い
う
例
は
、

「
征
人
」
の
こ
と
ば
と
と
も
に
用
い
て
お
り
、
や
は
り
作
者
不
詳
の
「
突
厭
三
台
」
(
『
楽

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
く

府
詩
集
』
巻
七
五
)
に
「
日
韓
山
西
逢
駅
使
、
股
勤
南
北
送
征
衣
」
(
日
肝
れ
て
 
山
西

 
駅
使
に
逢
う
、
股
勤
と
し
て
 
南
北
 
征
衣
を
送
る
)
と
い
う
例
は
、
送
衣
に
つ
い
て

用
い
た
例
で
あ
る
。
た
だ
、
杜
甫
に
は
用
例
が
な
い
よ
う
だ
。

 
張
籍
に
は
他
に
五
例
。
そ
の
う
ち
四
例
は
、
3
6
「
送
遠
聞
」
に
「
客
勤
振
衣
二
相
嘱
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

世
事
近
来
還
浅
促
」
(
般
勤
と
し
て
衣
を
振
り
 
両
つ
な
が
ら
相
ひ
嘱
す
、
世
事
 
近
来

 
還
ほ
浅
促
た
り
)
と
い
う
な
ど
、
友
人
と
の
別
離
の
情
を
形
容
し
た
例
で
あ
る
。
も
う

一
例
、
3
8
「
春
日
行
」
に
「
樹
樹
股
陣
痛
続
行
、
禁
枝
未
遍
春
日
瞑
」
(
樹
樹
 
思
至
と

 
 
 
 

し
て
 
尽
く
続
り
行
き
、
枝
を
肇
ず
る
こ
と
未
だ
遍
か
ら
ず
 
春
日
瞑
な
り
)
と
い
う
の

は
、
閑
適
の
情
を
表
現
す
る
の
に
用
い
た
例
で
あ
ろ
う
。

る
。 

「
征
夫
」
は
、
遠
く
へ
出
か
け
て
い
る
人
。
常
見
の
語
。
『
毛
詩
』
小
髭
「
皇
受
託
華
」

に
使
者
を
指
し
て
用
い
る
よ
う
に
、
出
征
兵
士
と
は
限
ら
な
い
が
、
同
じ
く
『
毛
詩
臨
ら
小

鮮
「
宿
草
不
平
」
に
「
哀
我
征
夫
、
独
為
匪
民
」
(
哀
し
 
我
が
征
夫
、
独
り
民
に
匪
ず

と
為
す
)
と
い
う
よ
う
に
、
特
に
出
征
兵
士
に
用
い
る
例
も
、
古
く
か
ら
多
く
あ
る
。
王

藥
の
「
従
軍
詩
五
首
」
其
二
(
『
文
選
』
巻
二
七
)
に
「
征
夫
懐
親
戚
、
誰
能
無
恋
情
」
(
征

 
 
 
 
 
 
お
も

夫
は
 
親
戚
を
懐
う
、
誰
か
能
く
 
恋
情
無
か
ら
ん
)
と
い
う
の
も
、
出
征
兵
士
に
用
い

て
い
る
。

 
唐
詩
に
お
い
て
も
多
く
の
用
例
が
あ
る
。
青
津
の
「
秋
夜
長
」
(
『
全
唐
詩
』
巻
五
五
)

に
「
調
砧
乱
杵
思
自
傷
、
思
自
傷
、
征
夫
万
里
戌
他
郷
」
(
調
砧
竪
杵
 
思
い
で
自
ら
傷

む
、
思
い
で
自
ら
傷
む
、
征
夫
万
里
 
他
郷
に
戌
た
り
)
と
い
う
例
は
、
こ
こ
と
同
じ
く
、

冬
着
を
作
る
妻
が
出
征
し
た
夫
を
指
し
て
い
う
例
。
杜
甫
に
は
詩
中
に
二
例
、
「
新
婚
別
」

(『

ﾚ
註
』
巻
七
)
に
「
嫁
女
与
征
夫
、
不
如
棄
路
傍
」
(
女
を
嫁
し
て
 
征
夫
に
与
う
る

は
、
路
傍
に
棄
つ
る
に
如
か
ず
)
と
い
う
の
は
有
名
な
例
で
あ
る
。
ま
た
、
「
征
夫
」
(
『
詳

註
』
巻
一
二
)
の
詩
も
あ
る
。

 
張
扇
は
他
に
2
4
「
口
話
実
征
夫
」
に
「
暴
動
初
任
便
分
離
、
万
里
征
夫
不
得
随
」
(
双

 
 
 
 
 
 
き

髪
初
め
て
合
し
て
 
便
ち
分
離
し
、
万
里
 
征
夫
 
随
う
を
得
ず
)
と
、
詩
題
と
詩
中
に

用
い
て
い
る
。
こ
の
詩
の
五
六
句
と
同
じ
く
、
出
征
し
た
夫
の
も
と
へ
行
け
な
い
悲
し
み

を
詠
じ
て
い
る
。

 
先
に
は
「
君
」
と
呼
ん
だ
夫
が
再
び
「
征
夫
」
と
い
う
こ
と
ば
で
表
現
さ
れ
る
。
第
2

句
の
「
征
人
」
と
首
尾
を
対
応
さ
せ
る
意
図
で
あ
ろ
う
が
、
唯
一
の
つ
な
が
り
で
あ
る
衣

を
使
者
の
手
に
ゆ
だ
ね
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
や
は
り
遠
い
存
在
で
あ
る
こ
と
が
再
び
意
識
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さ
れ
る
の
を
暗
示
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

 
「
宜
不
宜
」
肯
定
と
否
定
を
重
ね
た
、
い
わ
ゆ
る
反
復
(
正
反
)
疑
問
文
で
あ
る
。
こ

れ
も
口
語
的
な
表
現
で
あ
ろ
う
か
。

 
詩
に
お
け
る
用
例
が
、
中
唐
の
實
参
に
も
う
一
例
の
み
見
え
る
。
「
湖
上
閑
居
」
(
『
全

唐
詩
』
巻
三
一
四
)
に
「
高
枝
但
各
有
、
安
知
宜
不
宜
」
(
高
枝
 
但
だ
各
お
の
有
り
、

安
ん
ぞ
知
ら
ん
 
宜
し
き
や
宜
し
か
ら
ず
や
)
と
い
う
。

 
結
び
の
二
句
。
自
分
で
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
ら
、

て
下
さ
い
と
い
う
、
妻
の
訴
え
で
あ
ろ
う
。

私
に
代
わ
っ
て
ね
ん
ご
ろ
に
見

-
～
4

5
 
・
 
6

7
 
・
 
8

状
況
設
定
。

妻
の
思
い
。

妻
の
思
い
。

自
分
で
着
物
を
届
け
ら
れ
な
い
も
ど
か
し
さ
が
詠
ま
れ
る
。

読
者
へ
の
訴
え
か
け
に
よ
っ
て
結
び
と
し
て
い
る
。

 
用
語
は
口
語
的
で
あ
り
、
夫
を
思
う
妻
の
口
吻
を
そ
の
ま
ま
伝
え
よ
う
と
し
て
い
る
と

思
わ
れ
る
。
徐
注
・
李
樹
政
注
等
は
、
反
戦
の
思
い
を
述
べ
た
も
の
と
し
て
い
る
。
そ
こ

ま
で
読
み
と
る
こ
と
も
可
能
で
あ
ろ
う
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(
橘
)

【
補
】

こ
の
詩
は
、

換
韻
に
よ
っ
て
以
下
の
よ
う
に
分
け
ら
れ
よ
う
。

［
附
記
］
本
稿
は
平
成
十
二
年
度
宇
部
工
業
高
等
専
門
学
校
特
別
研
究
費
に
よ
る
研
究
成

 
果
の
一
部
で
あ
る
。


